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■ ＦＩＴひゅうが構想　～ちょうどよく、寄り添って暮らせるまちへ～

■ 財政状況をバランスシートで解説　など



平成22年度 施政方針

「選択」と「集中」で着実に

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
を
受
け
、
２
期
目

の
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
２

年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
、

就
任
当
初
に
掲
げ
た
55
項
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
う
ち
、
51
項
目
に
つ
い
て
、
実
施
お
よ

び
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
完
全
実

施
に
向
け
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な
行

政
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、「
新
し
い
日

向
市
総
合
計
画
」の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
で
持
続

可
能
な
地
域
経
営
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、

総
合
計
画
を
中
心
と
し
た「
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
」の
適
切
な
運
用
に
よ
り
、
財
政

構
造
の
体
質
改
善
を
図
る
た
め
の
緊
急
的
、

抜
本
的
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
か

ら
21
年
度
ま
で
の
３
か
年
間
の「
日
向
市
財
政

改
革
プ
ラ
ン
」の
実
施
状
況
と
成
果
を
踏
ま

え
、
今
後
も
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、「
新
し
い
日
向
市

行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」に
基
づ
き
着
実

に
推
進
し
て
お
り
、
50
の
実
施
項
目
の
う
ち
、

平
成
21
年
度
ま
で
に
36
項
目
が
実
施
ま
た
は
、

検
討
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
す
べ
て
の
実
施
項
目
の
達
成
に

平成22年度施政方針

「長引く経済不況も回復基調にあると言われるものの、依然として厳しい状況。

今後も行財政の健全化に努め、市民との協働を基本に、市民目線に立った市政運営を行っていきたい」

平成22年度施政方針のなかで、決意を述べた黒木健二市長。

厳しい状況にあるからこそ、これまで以上に施策の「選択」とやるべきことへの「集中」が求められています。

向
け
て
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
定
住
自
立
圏
構
想
」の
推
進
に

つ
い
て
は
、
日
向
圏
域
の
町
村
お
よ
び
延
岡

市
と
の
協
定
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
の
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
定
住
の
促
進
や
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
具
体
的
な
事
業
に

圏
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
的
な
人
口
減
少
社
会
へ
の
突

入
と
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
過
疎

対
策
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
12
年
度
に
施
行
さ
れ
た「
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
」が
平
成
21
年
度
に
期
限
切

れ
を
迎
え
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
な
過
疎
法

が
22
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
が

一
体
と
な
っ
た
、
よ
り
効
果
的
な
過
疎
対
策

を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
計
画
の
策
定
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、「
新
し
い
日
向
市
総
合
計
画
」の

基
本
理
念
で
あ
る「
市
民
と
の
協
働
」、「
地
域

力
の
活
用
」の
も
と
、
本
市
の
持
つ
豊
か
な
地

域
資
源
を
活
用
し
た
個
性
的
で
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、「
市
民
が
奏か

な
で
る 

＂交

響 

＂ 

空
間　
優
し
く　
強
く　
温
か
い　
人

と
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
向
市
長　
黒
木 

健
二

４月１日から来年の３月31日までの１年間にどのような施策を行うのか

市の進むべき指針を示すのが、「施政方針」です。

総合計画にある基本計画に沿って、どのような事業に取り組もうとしているのか

今月の特集は、平成22年度施政方針から主な施策について紹介します。

市
民
が
奏か
な

で
る　

＂
交
響
＂　

空
間　

優
し
く　

強
く　

温
か
い　

人
と
ま
ち

くらし健康で安心してくらせるまちづくり
1いきいき健康まちづくり 2地域でともに支えあう社会づくり 3
安心して子どもを生み育てられる社会づくり 4高齢者が生きがいを
持って安心してくらせる社会づくり 5障がいのある人が自立した生
活を営むことができる社会づくり 6消防・防災体制の整った社会づ
くり 7防犯・交通安全・消費者保護対策の強化と衛生対策の充実　

活発な交流により
豊かさが享受できるまちづくり
1地域づくりを支える団体などの育成 2交流・
連携を促進する交通環境の整備 3にぎわいと
活気に満ちた中心市街地の形成 4高度情報化
の推進 5国際化の推進

駅前交流広場の屋外休憩施
設（野外ステージ）が７月に完
成。駅周辺の主要な交流施設
整備は完了する。今後、施設
の積極的な活用でまちなかの
にぎわいを創出し、人とモノ
の交流を促進していく。

環境自然と共生した快適な環境のまちづくり
1人と自然の共生した環境にやさしい社会づくり 
2良質な水の供給と処理 3災害に強く快適な住環
境の整備 4自然に調和した安全・安心な公園・緑地・
水辺環境の整備 5美しい景観の保全・形成と土地
利用の推進

人 未来を拓く人が育つまちづくり

1楽しみ生きがいを感じる生涯学習社会づく
り 2創造性豊かでたくましい人を育む基盤づ
くり 3地域の個性を生かした文化・生涯スポ
ーツの振興 4人権と平和を尊重する人づくり

▲

▲

産業

　 ごみ減量化・資源化を
図るため「ごみ減量化推進
室」を設置し、市民、事業
者、行政との協働で環境
への負荷の少ない循環型
社会の構築に努めていく。

元気で活力ある産業が育つまちづくり
1豊かな食とくらしを創造する農林水産業の
振興 2知恵と技術に立脚した商工業の振興 
3意欲にあふれ安心して働ける就業環境の整
備 4豊かな自然とおもてなしの心で育まれる
観光の振興

「日本の渚・百選」のお倉ヶ浜。
白砂青松の砂浜は延長4㌔に
も及ぶ。「日本の森・滝・渚
全国協議会」が、10月に本市
で開かれる。日向の魅力を全
国に発信する絶好の機会。

▲

「第34回全国高等学校総合文
化祭」囲碁大会が８月に本市
で開かれる。それに合わせ友
好都市「中国山東省 坊市」か
ら高校生を招へいし、市内の
高校生と交流する計画も。

▲

交流

administrative policy 2010

　

救
急
自
動
車
車
載
カ
メ
ラ

映
像
伝
送
に
よ
る
救
急
医
療

支
援
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
す
る
。

野外ステージ完成予想図
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特集❶新しい日向市総合計画（平成19 ～ 28年度）分野別の施策



福瀬小

東郷小
●

坪谷小●
坪谷中
○

○
○ 東郷中

平成23年４月開校
東郷小中一貫校

東
郷
小
中
連
携
・
一
貫
推
進
事
業

　
平
成
23
年
４
月
の
東
郷
小
中
一
貫
校
の
開

校
に
向
け
て
、
東
郷
中
学
校
敷
地
内
に
小

学
校
新
校
舎
の
建
設
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
の

拡
張
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
福
瀬
小
学
校
お
よ
び
坪
谷
中

学
校
の
閉
校
に
伴
い
、
遠
距
離
通
学
児
童
・

生
徒
の
た
め
の
通
学
支
援
と
し
て
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
事
業

　
幼
児
教
育
と
保
育
を
一
体
的
に
提
供
す
る

認
定
こ
ど
も
園
に
対
し
て
、
県
の「
安
心
こ
ど

も
基
金
」を
活
用
し
、
運
営
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
市
内
で
対
象
と
な
る
幼
稚
園
型
の

認
定
こ
ど
も
園
は
５
園
に
な
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
市
内
２
つ
の
法
人
立
保
育
園
の
施

設
整
備
に
対
し
助
成
を
す
る
予
定
で
す
。新しい地域コミュニティ組織制度モデル事業

　「地域のあり方は地域が決め、地域が担う」
という視点のもと、権限・予算・責任の一部
を地域に委ね、地域内分権の受け皿となる「新
しい地域コミュニティ組織制度」を導入し、そ
れぞれの地域の特徴を生かした市民主体の地
域社会の実現に向けて取り組んでいきます。
　平成22年度から２年間、塩見、細島、平岩
地区で新しい地域コミュニティ組織制度モデ
ル事業を実施。３地区の支援に努め、その成
果と課題についてさまざまな角度から検証し、
平成24年度から本格導入を目指します。

第９回若山牧水顕彰全国大会開催事業

　今年８月24日、若山牧水は生誕125周年を迎えます。
これを記念して10月23・24日に、合併後初めての「若
山牧水顕彰全国大
会」を本市で開催。
記念講演など充実
した催しを計画し
ています。
全市公園化構想策定事業

　平成20年４月策定の「景観基本計画」に定められた
景観まちづくりの理念を基本としながら、全市域を

「憩いの公園」と位置づけ「全市公園化構想」を策定し
ます。これにより、地域が保有する個性的で魅力あ
る資源を公園の機能や役割として、市民の皆さん一
人ひとりが「心の豊かさと誇り」を実感できる地域づ
くりや活性化の施策を展開していきます。

障
が
い
者
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
い
よ
い
よ
工
事
に
着
手
、
年
度
末
完
成
を

目
指
し
ま
す
。
こ
の
施
設
が
完
成
す
る
こ
と

で
、
障
が
い
が
あ
る
人
た
ち
の
社
会
参
加
を

促
し
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
さ

ら
な
る
育
成
に
努
め
ま
す
。

同
報
系
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業　

　
現
在
、
沿
岸
部
を
中
心
に
設
置
し
て
い
る

同
報
系
防
災
行
政
無
線
を
平
成
22
年
度
か
ら

順
次
拡
大
、
５
か
年
計
画
で
市
内
全
域
に
整

備
し
ま
す
。

子
ど
も
手
当
給
付
事
業

　
国
の
子
ど
も
手
当
の
創
設
に
伴
い
、
０
歳

か
ら
中
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
、
所
得
制
限
な
し
で
一
人
に
つ
き
月

額
１
万
３
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
支
給
対
象
者
は
、
約
８
千
９
百
人（
公
務
員

を
除
く
）を
見
込
ん
で
い
ま
す（
詳
細
は
11
㌻

で
）。

妊
婦
健
診
の
助
成
拡
充

　
妊
婦
が
い
る
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
公
費
負
担
を
拡
充
、
年
間
の
助

成
額
を
６
万
６
千
円
か
ら
８
万
５
千
５
１
０

円
に
増
額
し
ま
す
。
対
象
者
は
、
年
間
約

６
２
０
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

“優しい”人とまちプロジェクトみんなで育む“ひゅうがっ子”プロジェクト

地域の宝“きらり”プロジェクト

交流“にぎわい”プロジェクト

新
し
い
日
向
市
総
合
計
画（
平
成
19
～
28
年
度
）の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
系
に
沿
っ
て
、
平
成
22
年
度
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

少
子
化
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
対
応

子
育
て
支
援
に
よ
る
福
祉
の
向
上

郷土の歌人「若山牧水」
今年は、生誕125周年

牧水を
全国に
発　信

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
促
進
事
業

　
生
活
環
境
の
向
上
や
市
内
の
小
規
模
事
業

者
の
受
注
機
会
の
確
保
に
よ
る
経
済
効
果
や

雇
用
の
創
出
を
図
っ
て
き
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
促
進
事
業
を
平
成
22
年
度
も
継
続
し
ま
す
。

　
ま
た
環
境
負
荷
の
少
な
い
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
あ
る
太
陽
光
の
活
用
を
図
る
た
め
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
つ
い

て
、
新
た
に
市
単
独
で
助
成
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た（
詳
細
は
10
㌻
で
）。

中
小
企
業
振
興
計
画
推
進
事
業

　
平
成
21
年
度
に
策
定
し
た「
日
向
市
中
小
企

業
振
興
計
画
」に
基
づ
き
、
人
財
育
成
の
た
め

の「
も
の
づ
く
り
技
能
講
習
会
」、「
職
業
技
能

訓
練
機
器
の
整
備
」、「
中
小
企
業
も
の
づ
く

り
イ
ベ
ン
ト
」な
ど
を
開
き
、
市
内
中
小
企
業

の
さ
ら
な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。

福　祉
防　災
子育て

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
制
度
モ
デ
ル
事
業

塩
見
、
細
島
、
平
岩
の
３
地
区
で

産業“元気”プロジェクト

緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
の

継
続
、
拡
充
。

新
た
な
産
業
振
興
対
策

家庭力
学校力
地域力

東
郷
小
中
一
貫
校

平
成
23
年
４
月
の
開
校
に
向
け

平成22年度の政策的事業や新規事業などの詳しい
予算内容や事業概要は、次号でお知らせします。

主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
包
括
支
援
事
業

　
現
在
、
市
の
直
営
１
か
所
で
運
営
す
る
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
平
成
23
年
１
月

か
ら
民
間
に
委
託
し
６
か
所
に
拡
大
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
各
セ
ン
タ
ー
に
保
健
師
、

社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
を
配
置
。
高
齢

者
に
対
し
て
、
よ
り
身
近
な
場
所
で
の
総
合

的
な
支
援
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

自　助
共　助
公　助

▼協働のまちづくりの最新情報は、ホームページで！

 　日向　協働　 でキーワード検索を。

▲東郷小中一貫校 小学校新校舎完成予想図

▼障がい者センター完成予想図
 （駅前交流広場からの眺望）
　建設予定地は、JR 日向市駅西口駅前交番の北側

商　工
農林水産
振　興
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平
成
22
年
度 

施
政
方
針



　

地
域
に
は
、
ま
わ
り
の
支
え
を
必
要
と

し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
れ

は
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
、
介
護
や

育
児
を
担
っ
て
い
る
人
た
ち
で
す
。
本
格

的
な
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
認
知
症
な
ど

で
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
介
護
を

す
る
家
族
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
ま
す
。

　

支
え
を
必
要
と
す
る
人
に
と
っ
て
、
ま

わ
り
の
温
か
な
見
守
り
や
、
さ
り
げ
な
い

サ
ポ
ー
ト
ほ
ど
力
に
な
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
市
は
認
知
症
高
齢
者
な
ど
と
そ
の

家
族
を
支
え
る
た
め
に
福
祉
、
医
療
、
地

域
が
互
い
に
手
を
と
り
あ
っ
て
認
知
症
の

対
応（
予
防
、
早
期
発
見
、
見
守
り
）が
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
方
向
性
を
、
F
福
祉
、
I
医
療
、

T
地
域
の
頭
文
字
を
取
っ
て
、
ち
ょ
う
ど

よ
く（
Ｆフ

ィ
ッ
ト
Ｉ
Ｔ
）、
寄
り
添
っ
て（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）

暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を

込
め「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
ひ
ゅ
う
が
構
想
」と
名
付
け

ま
し
た
。

　

認
知
症
と
は
成
人
に
な
っ
て
か
ら
起
こ

る
認
知
機
能
障
が
い（
記
憶
障
が
い
）の
こ

と
で
す
。
脳
の
細
胞
が
機
能
し
な
く
な
っ

た
り
、
働
き
が
鈍
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

で
発
症
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
記
憶
し
た

り
、
考
え
た
り
、
判
断
し
た
り
す
る
力
が

衰
え
、
生
活
す
る
上
で
困
難
を
き
た
す
よ

う
に
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

現
在
、
認
知
症
高
齢
者
は
全
国
に
約

１
７
０
万
人
。
65
歳
以
上
で
６
～
７
㌫
、

85
歳
以
上
で
は
25
㌫
が
発
症
す
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
下
の
若
年
性
認

知
症
の
人
も
３
万
８
千
人
い
る
と
推
計
さ

れ
、
認
知
症
は
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
誰
も

が
発
症
す
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

　

認
知
症
は
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
脳
全
体
が
少
し
ず
つ
縮
ん
で
い
く
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
、
脳
の
血
管

の
一
部
が
詰
ま
っ
て
一
部
分
の
細
胞
が
死

ん
で
い
く
脳
血
管
性
認
知
症
で
す
。

　

物
忘
れ
は
、
体
験
の
一
部
の
記
憶
を
な

く
す
の
に
対
し
て
認
知
症
は
体
験
を
丸
ご

と
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
認
知
症
は
治
ら

な
い
病
気
だ
か
ら
医
療
機
関
に
行
っ
て
も

仕
方
な
い
と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
誤
っ
た
考
え
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
は
、
薬
で
進
行
を
遅
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
、
脳
血
管
性
認
知
症
は
脳
外

科
的
な
治
療
で
完
治
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
早
期
受
診
、
早

期
診
断
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

　

日
向
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は

約
１
万
５
０
０
０
人
。
そ
の
16
㌫
に
あ
た

る
約
２
４
０
０
人
が
介
護
保
険
の
要
介

護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち

認
知
症
の
症
状
の
あ
る
人
は
そ
の
半
数
を

超
え
、
う
ち
約
６
０
０
人
が
在
宅
で
生
活

し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
は
、
地
域
に
住
ん
で
い

る
皆
さ
ん
が
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

見
守
り
や
声
掛
け
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た

支
え
が
あ
れ
ば
住
み
慣
れ
た
所
で
の
生
活

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
症

状
の
進
行
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
、
さ
ら
に
は
介
護
す
る
家
族
の
負
担
を

軽
く
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
が
、
そ
の
人
ら
し
く
地

域
で
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
わ
り

の
人
の
さ
り
げ
な
い
気
遣
い
や
声
か
け
な

ど
、
地
域
で
支
え
あ
う
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
す
。
そ
こ
で
市
は
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
い
理
解
を
持
ち
、
認
知
症
の
人
の

応
援
者
と
し
て
本
人
や
家
族
を
支
援
す
る

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
養
成
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
を

正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
介
護
す

る
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
友
人
や
家
族
に
そ
の

知
識
を
伝
え
隣
人
と
し
て
手
助
け
し
た

り
、
商
店
や
銀
行
な
ど
ま
ち
で
働
く
人
が

そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
認
知
症
の
人
を
支
え
、
自
分
の

で
き
る
範
囲
で
活
動
し
ま
す
。

　

地
域
や
職
場
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
な

ど
に
講
師（
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ

ト
）が
出
向
き
ま
す
。
正
し
い
認
知
症
の

基
礎
知
識
な
ど
を
90
分
程
度
学
ん
で
も
ら

い
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
講
座
で
す
。

　

講
師
料
や
教
材
費
は
無
料
。
ま
た
講
座

終
了
後
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」を
進
呈
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
団
体
な
ど
は
、
希
望
日
の
１

か
月
前
ま
で
に
日
向
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
係（
☎
52
・
２
５
７
２
）に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
あ
ん
し
ん
課

　
高
齢
者
福
祉
係（
☎
内
線
２
１
６
９
）

ちょうどよく
寄り添って
暮らせるまちへ
F（福祉）、Ｉ（医療）、Ｔ（地域）がお互いに連携しながら、認知症と正しく向き合い、
地域で支え合うことで、認知症の人や介護する家族にやさしく F

フィット

IT（寄り添い）し、
見守ることのできる、安全、安心なまちづくりを進めています。

「認知症でもだいじょうぶ」

Ｆ
Ｉ
Ｔ

ひ
ゅ
う
が
構
想

　物忘れと認知症の大きな違い

早
期
受
診
、
早
期
治
療
が
大
切

認
知
症
の
人
、
介
護
す
る
家
族
を

支
え
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

正
し
い
理
解

地
域
の
支
え
が

認
知
症
の
進
行
を
抑
え
、

介
護
す
る
家
族
の
負
担
軽
減
に

地
域
や
企
業
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

養
成
し
ま
せ
ん
か
？

体験の一部のみを忘れ、忘れた部分を思い出
すことができる。
・朝ごはんに何を食べたかを忘れる
・その人の名前が思い出せない

健常な物忘れ

記憶の帯

記憶が寸断され、思い出すことが困難である。
・朝ごはんを食べたこと自体を忘れる
・その人が誰なのか分からない

認知症（記憶障がい）

記憶の帯 抜け落ちる 記憶の帯

記　憶

誰
も
が
発
症
す
る
可
能
性
が

“優しい人”とまちプロジェクト　～安全、安心なまちづくり～
ＦＩＴひゅうが構想

ちょうどよく、寄り添って暮らせるまちへ
特
集
❷

特集❷
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市が持つ財産の価値や、 後世代に引き継ぐ債務がひと目でわかる

財政状況を、バランスシートで解説。
特
集
❸

計（
公
営
住
宅
、
財
光
寺
南
土
地
区
画
整

理
、
城
山
墓
園
、
簡
易
給
水
施
設
）を
合

わ
せ
た
も
の
で
す
。

②
連
結
会
計　

普
通
会
計
、
特
別
会
計
、

公
営
企
業
会
計（
水
道
、
病
院
、
下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
、簡
易
水
道
、細
島
東
部
）、

広
域
連
合
、
第
３
セ
ク
タ
ー
な
ど
を
合
わ

せ
た
も
の
で
す
。

③
有
形
固
定
資
産　
学
校
や
道
路
、
庁
舎

等
の
建
設
事
業
に
使
わ
れ
た
お
金
で
す
。

④
売
却
可
能
資
産　
売
却
予
定
の
公
共
資

産
で
す
。

⑤
投
資
及
び
出
資
金　
病
院
事
業
や
第
３

セ
ク
タ
ー
な
ど
へ
の
出
資
金
で
す
。

⑥
貸
付
金　

地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付

金
、
宮
崎
県
林
業
公
社
運
転
資
金
貸
付
金

な
ど
で
す
。

⑦
基
金
等　
公
共
施
設
整
備
等
資
金
積
立

基
金
、
う
る
お
い
福
祉
基
金
、
育
英
奨
学

金
貸
付
基
金
な
ど
の
積
立
金
で
す
。

⑧
長
期
延
滞
債
権　
１
年
を
超
え
る
未
収

金
で
す
。
市
税
が
２
億
３
千
万
円
、
保
育

料
２
千
万
円
な
ど
で
す
。

⑨
回
収
不
能
見
込
額　
長
期
延
滞
債
権
の

う
ち
回
収
不
能
と
見
込
ま
れ
る
額
で
す
。

過
去
５
年
間
の
不
納
欠
損
実
績
率
で
算
定

し
て
い
ま
す
。

⑩
現
金
預
金　
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基

金
、
歳
計
現
金
で
す
。

⑪
未
収
金　
１
年
を
超
え
な
い
未
収
金
で

す
。
市
税
が
１
億
３
千
万
円
、
貸
付
金
が

４
千
万
円
な
ど
で
す
。

⑫
地
方
債　
公
共
資
産
を
建
設
す
る
た
め

に
借
り
た
借
金
の
残
高
で
す
。

⑬
退
職
手
当
引
当
金　

市
の
職
員
が
年
度

末
に
全
員
退
職
す
る
と
し
た
場
合
の
退
職

金
で
す
。

⑭
翌
年
度
償
還
予
定
地
方
債　
翌
年
度
に

返
済
す
る
借
金
で
す
。

⑮
翌
年
度
支
払
予
定
退
職
手
当　
翌
年
度

に
支
払
う
予
定
の
退
職
手
当
で
す
。

⑯
賞
与
引
当
金
等　
翌
年
度
６
月
に
支
給

さ
れ
る
賞
与
の
う
ち
、
平
成
20
年
度
負
担

相
当
額
で
す
。

 　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
人
件
費
や
扶

助
費
な
ど
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
コ
ス
ト（
費
用
）を

計
算
し
た
も
の
で
、
民
間
企
業
の「
損
益

計
算
書
」に
あ
た
り
ま
す
。

　

1
年
間
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
費

用
は
、
連
結
会
計
で
市
民
一
人
あ
た
り

42
万
円
に
な
っ
て
い
て
、
移
転
支
出
的
な

コ
ス
ト
が
57
㌫
程
度
を
占
め
て
し
ま
す
。

【
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
用
語
解
説
】

⓱
人
に
か
か
る
コ
ス
ト　

市
職
員
の
給
与

や
退
職
手
当
引
当
金
な
ど
で
す
。

⓲
物
に
か
か
る
コ
ス
ト　
委
託
料
や
光
熱

水
費
、
減
価
償
却
費
な
ど
で
す
。

⓳
移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト　
保
育
所
運
営

費
や
医
療
費
助
成
、
各
種
団
体
に
対
す
る

補
助
金
な
ど
で
す
。

⓴
そ
の
他
の
コ
ス
ト　
借
金
利
子
や
回
収

不
能
見
込
額
な
ど
で
す
。

�
使
用
料
・
手
数
料　
施
設
の
使
用
料
や

手
数
料
な
ど
で
す
。

�
分
担
金
・
負
担
金
等　
保
育
所
の
保
護

者
負
担
金
や
上
下
水
道
の
事
業
収
益
な
ど

で
す
。

※
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
な
ど
の
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
財
政
課（
☎
内
線
２
３
３
８
）

　

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を

よ
り
分
か
り
や
す
く
示
す
た
め
に
平
成
12

年
度
か
ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照

表
）を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
総
務
省
の
新
し
い
会

計
基
準
に
基
づ
き
普
通
会
計
お
よ
び
連
結

会
計
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し

た
。
今
月
号
で
は
、
市
の
保
有
す
る
財
産

状
況
や
借
金
の
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
み

る
こ
と
が
で
き
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
取

り
上
げ
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）は
、

資
金
の
調
達
先
と
運
用
形
態
を
表
し
た
表

で
す
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
、借
方（
資

産
）の
部
と
貸
方（
負
債
・
純
資
産
）の
部

が
必
ず
釣
り
合
う
よ
う
に
作
ら
れ
ま
す
。

借
方
に
計
上
さ
れ
る
資
産
は
、
学
校
や
道

路
な
ど
の
公
共
資
産
や
現
金
・
積
立
金
な

ど
市
が
持
っ
て
い
る
財
産
を
表
し
ま
す
。

　

一
方
、
貸
方
に
計
上
さ
れ
る
負
債
は
、

資
産
を
形
成
す
る
た
め
の
借
入
金
残
高
や

退
職
手
当
引
当
金
な
ど
後
世
代
に
引
き
継

ぐ
債
務
の
額
で
す
。

　

資
産
と
負
債
の
差
額
で
あ
る
純
資
産

は
、
資
産
形
成
に
充
当
さ
れ
た
返
済
の
必

要
な
い
財
源
で
す
。
一
般
的
に
純
資
産
の

割
合
が
高
い
ほ
ど
、
財
政
状
況
が
安
全
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
負
債（
借
金
）

に
頼
ら
な
い
資
産
形
成
を
進
め
な
が
ら
、

売
却
可
能
な
資
産
の
処
分
も
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

連
結
会
計
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
市
民

一
人
あ
た
り
の
金
額
に
置
き
換
え
る
と
、

一
人
あ
た
り
の
資
産
は
２
５
６
万
円
あ

り
、
資
産
調
達
の
た
め
の
借
金
が
98
万
円

残
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
用
語
解
説
】

①
普
通
会
計　
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

　
　
　
市
が
持
つ
財
産
の
価
値
や
、 後
世
代
に
引
き
継
ぐ
債
務
が
ひ
と
目
で
わ
か
る

財
政
状
況
を
、バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
解
説
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
解
説

◉平成20年度　行政コスト計算書　　　　　（平成20年4月1日から平成21年３月31日）

区　　分
行政コスト 市民一人あたり

①普通会計 ②連結会計 ①普通会計 ②連結会計
⓱　人にかかるコスト 49億円 57億円 ８万円 ９万円
⓲　物にかかるコスト 65億円 93億円 10万円 14万円
⓳　移転支出的なコスト 97億円 221億円 15万円 34万円
⓴　その他のコスト ６億円 16億円 １万円 ３万円

経常行政コスト　A 217億円 387億円 34万円 60万円

�　使用料・手数料 ４億円 ５億円 １万円 ２万円
�　分担金・負担金等 ６億円 111億円 １万円 16万円

経　常　収　益　B 10億円 116億円 ２万円 18万円

純経常行政コスト　A－B 207億円 271億円 32万円 42万円

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
？

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
解
説

平成21年3月31日現在

市
民
一
人
あ
た
り
の
財
政
状
況

　 貸　 方　〜 資 金 調 達 の 財 源 〜
区 分 ①普通会計 ②連結会計

負 債 417億円 633億円

固 定 負 債 377億円 575億円

⑫地方債 318億円 515億円

⑬退職手当引当金 59億円 60億円

流 動 負 債 40億円 58億円

⑭翌年度償還予定
　地方債 32億円 47億円

⑮翌年度支払予定
　退職手当 ５億円 ５億円

⑯賞与引当金等 ３億円 ６億円

純 資 産 841億円 1,016億円

負債・純資産合計 1,258億円 1,649億円

◉市民一人あたりのバランスシート（住民基本台帳人口　64,499人）

区 分 ①普通会計 ②連結会計 区 分 ①普通会計 ②連結会計

資 産 195万円 256万円 負 債 65万円 98万円

公 共 資 産 183万円 240万円 固 定 負 債 59万円 89万円
投 資 等 ９万円 11万円 流 動 負 債 6万円 9万円
流 動 資 産 ３万円 ５万円 純 資 産 130万円 158万円

資 産 合 計 195万円 256万円 負債・純資産合計 195万円 256万円

　 借　 方　〜 資 金 の 運 用 〜
区 分 ①普通会計 ②連結会計

資 産 1,258億円 1,649億円

公 共 資 産 1,180億円 1,545億円
③有形固定資産 1,174億円 1,538億円
④売却可能資産 ６億円 ７億円
投 資 等 60億円 71億円
⑤投資及び出資金 10億円 ２億円
⑥貸付金 ２億円 ２億円
⑦基金等 46億円 61億円
⑧長期延滞債権 ３億円 ９億円
⑨回収不能見込額 △１億円 △３億円
流 動 資 産 18億円 33億円
⑩現金預金 17億円 28億円
⑪未収金 １億円 ５億円
資 産 合 計 1,258億円 1,649億円

◉平成20年度バランスシート（貸借対照表）

資産
256万円

負債
98万円

純資産
158万円

行政コスト
42万円

特
集
❸

 2010.4 　��　 2010.4



住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
を
助
成

hyugacity.jp

まちの動き
市 政

Spot

日
向
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
４
月
１
日
開
設

2010.4 　1011　 2010.4

「住宅リフォーム促進事業」も継続－。
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
積
極
的
に
支

援
す
る
こ
と
で
、
市
内
産
業
の
活
性
化
と

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
22
年
度
か
ら「
日
向
市

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
制

度
」が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
日
向
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促

進
事
業
」も
継
続
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
制
度

◉
補
助
の
対
象
と
な
る
発
電
シ
ス
テ
ム

①
未
使
用
の
も
の

②
住
宅
の
屋
根
な
ど
へ
の
設
置
に
適
し
た

も
の
で
、
余
剰
電
力
を
電
力
会
社
に
売
電

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

③
公
称
最
大
出
力
が
10
ｋキ
ロ
ワ
ッ
トＷ未

満
の
も
の

④
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー（
Ｊ

︱
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）が
行
う「
住
宅
用
太
陽
光
発
電

導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
」の
要
件
と
同

等
の
性
能
を
持
つ
も
の

◉
補
助
金
の
申
請
が
で
き
る
人

①
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
既
存
ま
た
は

新
築
の
戸
建
住
宅（
店
舗
兼
住
宅
を
含
む
）に

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
人

②
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
結
ん
で
い
る

ま
た
は
こ
れ
か
ら
結
ぼ
う
と
す
る
人

③
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

④
こ
れ
ま
で
に
本
制
度
を
利
用
し
て
い
な

い
人

◉
補
助
の
額　
１
ｋ
Ｗ
あ
た
り
3
万
円　

（
上
限
10
万
円
）※
た
だ
し
、
県
内
で
製

造
さ
れ
た
製
品
の
場
合
、
１
ｋ
Ｗ
あ
た
り

5
万
円（
上
限
15
万
円
）

◉
補
助
交
付
予
定
件
数　
70
件
程
度

◉
受
付
期
間　

5
月
10
日
か
ら
随
時
受

付
。
※
予
算
額
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了

し
ま
す
。
ま
た
他
機
関
の
補
助
制
度
と
併

用
も
可
能
で
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

◉
補
助
の
対
象
と
な
る
工
事

・
住
宅
の
修
繕
、
改
修
お
よ
び
増
築

・
壁
紙
、
床
板
の
張
替
え
、
屋
根
、
外
壁

の
塗
り
替
え
な
ど

・
そ
の
ほ
か
の
住
宅
本
体
に
関
す
る
設
備

工
事

◉
補
助
の
額　
対
象
工
事
費
の
15
％
以
内

（
最
高
15
万
円
）

◉
補
助
交
付
予
定
件
数　
70
件
程
度

◉
受
付
期
間　

４
月
12
日
か
ら
随
時
受

付
。
※
予
算
額
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了

し
ま
す
。
補
助
の
条
件
な
ど
の
詳
細
は
事

前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
制
度
も
補
助
決
定
の
前
に
工

事
を
し
た
場
合
は
、
補
助
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
商
工
港
湾
課
商
工
振
興
係

（
☎
内
線
２
６
３
６
）

秘密は厳守。通話は無料 ☎０１２０・８６４３８８へ－。
　
市
は
消
費
者
安
全
法
第
10
条
第
３
項
に

基
づ
く
日
向
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
４

月
1
日
、
日
向
市
役
所
市
民
課
市
民
相
談

係
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
は
、
地
方
公
共

団
体
が
運
営
す
る「
消
費
者
の
た
め
の
相

談
業
務
を
行
う
機
関
」で
す
。

　
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
や
商
品
事
故
の

苦
情
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
る
ほ
か
、
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
を

図
る
た
め
次
の
よ
う
な
各
種
業
務
を
行
い

ま
す
。

取
り
引
き
や
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル

・
業
者
に「
リ
フ
ォ
ー
ム
し
な
い
と
家
が

危
な
い
」と
言
わ
れ
、
不
安
に
な
り
契
約

し
て
し
ま
っ
た
。

・
覚
え
の
な
い
請
求
の
ハ
ガ
キ
や
封
書
が

来
た
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？

・
高
齢
の
家
族
が
次
々
と
商
品
を
購
入
さ

せ
ら
れ
て
い
る
。
返
品
で
き
る
の
か
？

・
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
退
去
時
に
敷
金
を
返

し
て
も
ら
え
ず
、
高
額
な
掃
除
代
金
を
請

求
さ
れ
た
。

商
品
事
故

・
説
明
通
り
に
使
用
し
て
い
た
電
化
製
品

か
ら
突
然
火
が
出
た
。

・
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
折
り
た
た
も
う
と
し
た

ら
、
子
ど
も
の
指
が
挟
ま
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
疑
問

を
感
じ
る
、
業
者
に
商
品
購
入
を
勧
め
ら

れ
た
、強
引
に
契
約
を
せ
か
さ
れ
た
な
ど
、

不
安
や
疑
問
を
感
じ
た
時
な
ど
は
、
気
軽

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

多
重
債
務

・
複
数
の
借
金
返
済
に
困
っ
て
い
る
。

～
多
重
債
務
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
～　

　

複
数
の
金
融
業
者
か
ら
お
金
を
借
り

て
、
支
払
い
困
難
に
陥
っ
た
状
態
の
人
の

こ
と
を「
多
重
債
務
者
」と
い
い
ま
す
。

　
万
一
、
多
重
債
務
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
で
も
解
決
方
法
は
必
ず
あ
り
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
あ
き
ら
め

ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
員
が
一

緒
に
解
決
方
法
を
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
弁
護
士
や
司

法
書
士
の
無
料
相
談
な
ど
の
紹
介
も
し
ま

す
。

相
談
は
こ
ち
ら
へ

◉
日
向
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

通
話
無
料
☎
０
１
２
０・８
６
４
３
８
８

※
携
帯
電
話
や
０
５
０
で
始
ま
る
Ｉ
Ｐ
電

話
か
ら
は
、
な
ん
で
も
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
☎
55
・
９
１
１
１（
市
民
課
相
談
係
）を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
市
民
相
談
係

　
（
☎
内
線
２
１
４
０
）

【郵送先】
〠883-8555　日向市本町10番５号
　日向市役所こども課支援係　あて
次に該当する世帯は連絡を
　対象になる世帯には、３月末に認定
請求書などの関係書類を送付していま
す。内容を確認して期限内に手続きを
済ませてください。
　支給対象世帯であるという確認がで
きない世帯には、請求書を送付してい
ません。次に該当する世帯の人は、認
定請求書を送付しますので、早めに連
絡してください。
・平成22年4月1日現在、受給者と住民
票が別になっている中学２年生、３年
生の子どもがいて、受給者と同じ世帯
内に中学１年生以下の子どもがいない
世帯。
・平成21年度分の「児童手当」を申請す
れば受けられるが未申請のため支給を
受けていない世帯。
問こども課支援係（☎内線2163）

給日に、受給者名義の金融機関口座に
振り込みます。
請求手続きなど　
◉手続きの必要のない世帯
　現在、児童手当を受けている世帯は、
原則として請求手続きの必要はありま
せん。※今回、手続きが不要だった人
は、平成22年６月に現況届の提出が
必要になります。 
◉手続きの必要な世帯
・平成22年4月1日現在で中学校２年
生、３年生（平成７年４月２日から平
成９年４月１日生まれまで）の子ども
がいる世帯。
・所得制限のため「児童手当」を受けて
いなかった世帯など。
◉受付期間　４月１日㈭から９月30
日㈭まで。
◉受付場所　市役所１階こども課⓱番
窓口、またはやすらぎ館（東郷町）
※郵送による手続きも可。９月30日
㈭消印分までが有効です。

子 ども手当は、次世代の社会を
担う子どもの成長を社会全体

で応援することを目的に、平成22年
４月から新たに支給されるものです。
　現在、児童手当を受けている人は、
児童手当が子ども手当の一部として支
給されることになります。
　また、これまで所得制限のため児童
手当を受けていなかった世帯や、新た
に対象になる中学生がいる世帯なども
請求手続きをすれば「子ども手当」を受
給することができます。
支給対象など
◉支給対象　中学校修了前（中学３年
生）まで＝平成７年４月２日以降に生
まれた子ども（平成22年３月現在で中
学３年生は支給対象外）。
◉受給者　支給対象となる子どもを養
育する保護者のうち、税や健康保険で
扶養している人（所得制限なし）。
◉支給額　一人あたり、月額13,000円。
◉支給方法　６月、10月、２月の支

４月から、子ども手当がスタートします

　　
市
は
、
中
小
企
業
振
興
の
一
つ
と
し
て
、

創
業
を
考
え
て
い
る
人
や
創
業
し
て
間
も

な
い
人
を
対
象
に
、
オ
フ
ィ
ス（
事
務
所
区

画
）を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

◉
所
在
地　
日
知
屋
８
０
９
７
番
地
２（
日

向
地
区
中
小
企
業
技
能
セ
ン
タ
ー
内
）

◉
提
供
物
件　
５
区
画（
22
～
38
㎡
）　
駐
車

場
あ
り
。
冷
暖
房
完
備
、
電
話
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
対
応（
つ
な
ぎ
込
み
は
各
自
負
担
）。

◉
応
募
資
格

①
高
度
な
技
術
を
有
し
、
事
業
活
動
の
準
備

を
し
て
い
る
も
の
、
ま
た
は
法
人
登
記
後
5

年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

②
市
内
に
工
場
な
ど
の
進
出
が
見
込
め
る

も
の

③
施
設
を
退
去
後
、
原
則
と
し
て
日
向
市
お

よ
び
東
臼
杵
郡
内
に
事
業
所
を
置
い
て
事

業
活
動
が
で
き
る
も
の

④
雇
用
の
増
大
な
ど
、
産
業
の
振
興
に
資
す

る
と
思
わ
れ
る
も
の

◉
入
居
条
件  

入
居
期
間
＝
最
長
３
年
。

◉
賃
料　
無
料（
共
益
費
徴
収
あ
り
。
各
区

画
の
電
気
、
通
信
費
な
ど
は
入
居
者
負
担
）。

◉
応
募
締
切　
４
月
30
日
㈮

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
商
工
港
湾
課
商
工
振
興
係

（
☎
内
線
２
６
３
６
）

オ
フ
ィ
ス
を
提
供

創
業
を
支
援
し
ま
す

塩見保育園の年長さん
４月から新１年生



　

市
内
に
あ
る
20
の
認
可
保
育
所

（
園
）で
つ
く
る
日
向
市
保
育
協
議

会
。
今
月
は
、
同
協
議
会
が
取
り
組

む
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
事
業
を

紹
介
し
ま
す
。

◉
子
ど
も
お
ま
つ
り
広
場
の
開
催
＝

加
盟
す
る
保
育
士
ら
が
力
を
合
わ

せ
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

開
く
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
主
な

内
容
は
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の

「
お
た
の
し
み
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
」、「
作

っ
て
あ
そ
ぼ
う
コ
ー
ナ
ー
」、「
保
育

所（
園
）の
紹
介
」、「
ア
レ
ル
ギ
ー
食

の
展
示
」、「
給
食
の
紹
介
」な
ど
。

今
年
度
は
２
月
開
催
の
予
定
で
す
。

◉「
き
ら
き
ら
」の
発
行（
年
３
回
）＝

絵
本
の
紹
介
や
給
食
の
レ
シ
ピ
、
四

季
折
々
の
遊
び（
場
所
）の
紹
介
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の
子
育
て
情
報
満

載
で
す
。
市
役
所
こ
ど
も
課
や
、
市

内
の
病
院
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。

◉
園
庭
開
放
＝
安
全
な
遊
び
場
や
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
入
園
し
て
い

な
い
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

園
庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

◉
一
時
預
か
り
保
育
＝
家
庭
の
事
情

で
一
時
的
に
保
育
が
必
要
に
な
っ
た

子
ど
も
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

◉
職
場
体
験
学
習
＝
中
高
生
の
皆
さ

ん
に
実
際
に
保
育
士
の
仕
事
を
体
験

し
て
も
ら
い
、
勤
労
の
尊
さ
を
学
ん

で
も
ら
お
う
と
開
い
て
い
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
、
子
育
て
相
談
事
業
や

救
急
法
な
ど
の
研
修
会
、
ま
た
地
域

の
人
た
ち
と
の
交
流
会
、
幼
保
小
中

学
校
連
絡
会
議
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
日
向
市
保
育
協
議
会
事
務
局（
塩

見
保
育
園
）☎
52
・
４
３
２
６

地域みんなで子育て応援！

４
月
の
お
は
な
し
会

～
親
子
で「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」～

◉
場
所　
市
立
図
書
館

◉
乳
幼
児
向
け

　
８
日　
15
日　
22
日

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で
。

◉
幼
児
向
け

　
７
日　
14
日　
21
日　
28
日

　
午
後
３
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で
。

◉
小
学
生
向
け 

　
３
日　
10
日　
17
日　
24
日

　
午
前
11
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
。

子
ど
も
映
画
上
映
会

◉
場
所　
市
立
図
書
館

◉
４
月
11
日
㈰　
午
前
10
時
30
分
～

「
お
ば
け
長
屋
」「
ね
ず
み
経
」「
に
ん

じ
ん
と
ご
ぼ
う
と
だ
い
こ
ん
」の
３

本
。
合
計
上
映
時
間
は
、
60
分
程
度
。

◉
５
月
９
日
㈰　
午
前
10
時
30
分
～

「
ア
ヒ
ル
の
ペ
ッ
ク
ス
の
シ
ン
ド
バ
ッ

ド
」「
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど

ん
」「
ハ
ー
メ
ル
の
ふ
え
ふ
き
男
」の

３
本
。合
計
上
映
時
間
は
、60
分
程
度
。

新
し
く
入
っ
た
本

・
日
本
の
地
名（
浅
井
建
爾
／
日
本

実
業
出
版
社
）　
・
微
笑
み
の
降
る

星（
長
倉
洋
海
／
ク
レ
ヴ
ィ
ス
）

・
ち
い
さ
な
ま
ち（
ふ
じ
た
し
ん
さ

く
／
そ
う
え
ん
社
）　
ほ
か
。

ブックスタート展開中

本に親しみ、こころすこやかに
問市立図書館 ☎54・1919（春原町１–47）
　 http://www.lib.city.hyuga.miyazaki.jp
◉開館日および時間
　火曜～金曜日＝午前９時～午後６時30分 
　土、日、祝日＝午前９時～午後５時 
◉４月の休館日（毎週月曜日は休館）

１日　５日　12日　19日　26日
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
１
９
９
２
年
に
イ
ギ
リ

ス
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
始
ま
っ
た「
赤
ち
ゃ
ん
と
本

を
通
し
て
楽
し
い
時
間
を
分
か
ち
合
う
こ
と
」を

応
援
す
る
運
動
で
す
。
７
か
月
児
健
診
の
と
き
に
、

絵
本
や
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
冊
子
な
ど
が
入
っ
た

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
し
ま
す
。 

日
向
市
保
育
協
議
会
の
取
り
組
み

保
育
の
プ
ロ
が
、
子
育
て
を
支
援

Let`s support child raising together in our community.

おすすめの本　〜 Recommended Books 〜

☜携帯電話で撮影した写真を、左のＱＲコードでらくらく送信。誕生日の記念に、お子さんのかわいいい写真を投稿してみませんか？　
◉掲載対象＝今月1・2・3歳の誕生日を迎えた乳幼児。◉投稿方法＝ E メール（携帯含む）。子どもの氏名（ふりがな）・住所・年齢、保護者
の連絡先、および30文字程度のコメントを記載して、デジタルカメラや携帯電話などで撮影した高画質写真を添付して送信してください。
※投稿多数の場合、掲載できない場合もあります。◉送信宛先　　public@hyugacity.jp　問総務課秘書広報係（内線☎2235）

読者投稿コーナー　  1.2.3

Happy Birthday
誕生日おめでとう

携帯電話から送信も

小泉　孝
こ う や

哉 ちゃん
３さい（亀崎東）

日向・延岡のじいちゃ
ん、ばあちゃん、４月か
ら幼稚園に行きます！

赤木 綺
き い
晏 ちゃん

１さい（平岩）
１歳おめでとう♡毎日
かわいい笑顔をありが
とう☆

藤
ふじよし

善 唯
ゆ い な

名 ちゃん
１さい（亀崎）

１さいになりました☆
お姉ちゃんといつまで
も仲よくね♪

本多　勇
ゆ う と

翔 ちゃん
１さい（江良町）

いつも元気で笑顔の勇
くん♡パパとママに毎
日幸せをありがとう☆

乳幼児健診
◉３か月児健診は、受診票を
持参して、市内医療機関で受
診してください。
対象＝平成22年１月生まれ
◉７か月児健診
対象＝平成21年９月生まれ
日時＝４月13日㈫
受付＝午後０時45分から
　　　　　１時15分まで
◉１歳児健康相談
対象＝平成21年３月生まれ
日時＝４月20日㈫
受付＝午前９時30分から10時
◉１歳６か月児健診
対象＝平成20年９月生まれ
日時＝４月15日㈭
受付＝午後０時45分から
　　　　　１時15分まで
◉３歳児健診
対象＝平成18年９月生まれ
日時＝４月21日㈬
受付＝午後０時45分から
　　　　　１時15分まで
◉会場 市民健康管理センター
※母子健康手帳を忘れず持参
を。なお、対象児の保護者に
は案内を郵送しています。
問健康づくり課（☎内線2184）

◉日時　４月10日㈯、午後
１時から４時まで。
◉場所　往還保育園（財光寺
461-1）　☎54・0338

✚おもちゃ病院ひゅうが

黒木 嘉
よしひと

人 ちゃん
2さい（財光寺）

食べ盛り ! ご飯2杯はあ
たり前 ? もうすぐお兄
ちゃん☆よろしくね♡

日
向
市
東
臼
杵
郡
医
師
会

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
53
・
１
２
１
４ 

http://hyuga-ishikai.jp/

※
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
受
診
前
に
、
必
ず
各
医
療
機

関
に
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
曜
・
祝
日
な
ど
の
在
宅
医

interview

すべての子どもたちのために
日向市保育協議会　会長

（塩見保育園園長）　細川 千
ち は る

晴さん

保 育の質を高めることで保
育効果の向上を図り、児童

の健全育成に寄与することを目
的に、園長会、主任会、給食部会、
保育部会、交友部会、代議員会、
広報部会を組織。定期的に集ま
って、保育に関わる情報交換や
調査・研究事業などの活動をし
ています。また、それぞれの認
可保育所（園）には、市の委嘱を
受けた子育てアドバイザーがい
て、さまざまな相談に応じてい
ます。園庭解放や一時預かり保
育も気軽に利用してくださいね。

が発達する。
③言葉の発音がはっきり＝口の
まわりの筋肉が発達して発音が
よくなる。
④脳の発達を促す＝噛む刺激
で、脳の働きを活発化させる。
⑤歯の病気予防＝噛むと唾液が
出て、歯を守る。
⑥がん予防＝唾液が発がん性物
質の毒性を抑える。
⑥胃腸快調＝噛むことで消化酵
素がたくさん分泌され、消化を
促進する。
⑦全身の体力向上＝よく噛むこ
とで、体に力が入り、体力も向
上する。

子どもたちの発育に応じた工夫
で、口の機能発達を促そう
　子どもたちの乳歯の生え方や
顎の発育に応じて、口の機能は
発達していきます。
　特に食べる機能の発達は、歯
の生え方と与えられる食べ物と
により左右されやすいもので
す。子どもの口の中の状態に合
わせ、食べ物の大きさや硬さを
工夫しながら、咀しゃく機能の
発達を上手に促していくことが
大切です。

問 健康づくり課健康増進係
（☎内線2184）　  56・1423

　食べ物の「おいしさ」は、よ
く噛んで味わうことで感じられ
るものです。食べ物のおいしさ
を感じるための咀しゃくの働き
は、とても重要なことです。「お
いしい」と感じるこころが食欲
を生み、子どものからだをつく
ります。
　咀しゃくは、顎

あご
や口の開閉唾

液の分泌に加え、舌による食べ
物の混和など、複雑な運動の組
み合わせで行われます。しかも、
歩くこと（歩行）や呼吸と同じよ
うに、特に意識しなくても自動
的に行われますが、意識的に早
めたり、遅くさせたり、また止
めることもできるのです。
　咀しゃく、歩行、呼吸に関わ
る神経経路は、脳にプログラム
された生きるための重要な運動
であることが明らかにされてい
ますが、残念ながら文明の進歩
とともに噛む回数が少なくな
り、現代人の咀しゃくの力は衰
える一方です。
　近年、咀しゃくの働きには、
次のような大切な効用があるこ
とが分かってきました。

「よく噛む」ことの効用
①肥満予防＝肥満中枢を刺激
し、太り過ぎを予防する。
②味覚の発達＝よく噛んで多く
の食べ物を食べることで、味覚

噛
か

む事を、咀
そ

しゃくといいます

「かむこと」は生きるための大切な運動です！

ぜ
ひ
、
お
気
に
入
り
登
録
を
！

総
合
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
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まてまてまて

お かあさん、追いかけ
てきて !　小さな子

どもたちは追いかけっこが
大好き。元気にハイハイで
逃げる子を「まてまてまて」
と追いかけます。うさぎさ
ん、ひつじさん、くまさん
と増えていって…。親子で
楽しむわらべうたの絵本。

こばやしえみこ／案
こぐま社

カフェをはじめる人の本

私 の“好き”をつめこん
だオリジナルカフェ

をひらこう ! ひらく & 続
けるためのお金の話、長続
きするためのコツ、立地条
件 & インテリア、ひとり
ではじめる時のアドバイス
などを徹底解説。

成美堂出版編集部／編
成美堂出版

駅弁掛け紙ものがたり

日 本の風土に根付いて
きた伝統的な食文化

である駅弁。その掛け紙に
焦点を当て、明治から平成
までの日本全国はもとより
戦前の満州等のものも含め
た177枚を一挙掲載。掛け
紙を味わうことで本物の駅
弁をも味わいたくなる本。

上杉剛嗣／著　けやき出版
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九
州
中
央
山
地
国
定
公
園
内
の
中
心

部
に
あ
る
扇
山（
標
高
１
、６
６
１
㍍
）

は
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群
生
地
で
す
。
昭

和
54
年
に
宮
崎
国
体
山
岳
競
技
が
開
か

れ
て
以
来
、
白
岩
山
を
結
ぶ
縦
断
コ
ー

ス
は
、
県
内
外
の
た
く
さ
ん
の
登
山
愛

好
者
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
山
開
き
ご
ろ
に
、
見
ご
ろ
を
迎
え
る

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
林
を
抜
け
る
と
山
頂
。

山
頂
か
ら
は
久
住
山
、
由
布
岳
、
祖
母

か
ら
傾
連
山
、大
崩
山
、阿
蘇
山
な
ど
、

九
州
の
高
山
の
ほ
と
ん
ど
が
眺
望
で
き

ま
す
。
新
緑
と
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
が
織

り
な
す
癒
し
の
風
景
。
ぜ
ひ
、
扇
山
の

山
開
き
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◉
山
開
き　
日
時
＝
５
月
９
日
㈰
、
午

前
９
時
30
分
か
ら
。
場
所
＝
扇
山
松
木

側
登
山
道
入
口
。
解
散
＝
午
後
３
時
ご

ろ
。
参
加
料
は
無
料
。

◉
登
山
祭
り　

同
日
、
正
午
か
ら（
記

念
品
贈
呈
、
宝
探
し
な
ど
も
あ
り
）

問
椎
葉
村
総
務
課
☎
67
・
３
２
０
３

日向市自治公民館振興大会は
３月13日、市中央公民館で開
かれ約200人が参加しました。
自治公民館功労者などの表彰
の後、公民館長２人がそれぞ
れの活動事例を報告。藤村英
茂さん（65歳・亀崎中）は「地域
の安全・安心を守るための自
主防犯パトロールの有効性」
を、黒木勇

いさむ
さん（71歳・掘一方）

は「自治公民館と民主団体の連
携の必要性」を発表しました。
写真は、優良公民館報の表彰。

地
域
に
根
ざ
し
た
自
治
公
民
館
活
動
の
実
践

自助・共助・公助の視点で

社交ダンスの九州一を決める
全九州ダンス競技 ･ 宮崎大会
は３月14日、市文化交流セン
ターで開かれ、九州・山口各
県からプロ・アマ400組800人
が出場。スタンダードとラテ
ンダンスで華麗なステップを
披露しました。アマ・ラテン
オープンで優勝した遠田文美
さん（26歳・延岡市）は「社交ダ
ンスを初めて５年。これから
も情熱を持って、踊り続けて
いきたい」と話していました。

え
ん
び
服
や
華
や
か
な
ド
レ
ス
に
身
を
包
み

華麗なステップで観客を魅了

地域で暮らす外国人たちと交
流し、お互いに理解を深めよ
うと２月20日、そば打ち DE
国際交流が道の駅とうごう味
工房などで開かれました。国
際交流員デビッドなど外国人
10人と市民20人が参加。そば
打ちや豆腐作りなどをして交
流を深めました。内山泰

た い き
熙さ

ん（日知屋小４年）は「ドキドキ
したけど、外国人のみんなと
お話しできた。そば打ちも楽
しかった」と話していました。

日
本
の
食
文
化
を
学
び
、
楽
し
い
時
間
を
共
有

ソバモトウフモオイシイネ

通
報
は
１
１
９　
「
東
郷
分
遣
所
」が
業
務
開
始

日向市消防署東郷分遣所が東
郷町地域自治センター敷地内
に完成。３月１日から業務を
開始しました。水槽付消防ポ
ンプ自動車を配備し、地域の
災害現場などに到着する時間
が従来に比べ大幅に短縮しま
した。東郷町地域協議会会長
の黒木茂

しげのり
範さん（70歳・寺迫）

は「待ち望んでいた分遣所の
設置。地域住民の安心と安全
の心のよりどころになる」と
よろこびを話していました。

あらゆる災害事案に迅速対応

2010.2- 3　Hyuga　Times

いのち・愛・人権展が２月19
日から21日の間、市文化交流
センターで開かれました。市
内の小中学校、県立学校から
募集した作品のうち、図画・
ポスターの全作品190点と作
文・標語の入選作品60点を展
示。たくさんの市民が訪れ作
品を鑑賞しました。標語の部
に入選した宮本陽

ひ な
菜さん（日知

屋東小４年）は、「大好きな友
だちのことを思って作りまし
た」と笑顔で話していました。

 

て
を
ふ
っ
て 

あ
し
た
も
あ
そ
ぼ 

や
く
そ
く
ね

いじめや差別のないまちに

還暦式は２月21日、市中央公
民館で開かれ、60歳の節目に
約250人が出席。黒木市長が「こ
れまで培った豊富な知識と経
験で、これからも市政発展に
力添えを」と、岩見次夫さん（鶴
野内）、伊藤シヅ子さん（細島）
に生涯現役証書を。上杉次雄
さん（塩見）が「日々新たな思い
でチャレンジする。今後も豊
かなまちづくり、人づくりに
貢献できるようがんばりたい」
と誓いのことばを述べました。

　

団
塊
の
世
代　

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
誓
う

生涯現役でさらなる挑戦を

広域情報掲示板椎
葉
村

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
満
開

「
扇
山
」の
山
開
き

Hyuga Timesまちの話題

夜
の
世
界
に
幸し

あ
わ
せ福
は
な
い
。
太
陽
の
下
で
、
胸
を
は
っ
て
生
き
ろ

夜
回
り
先
生
、
い
の
ち
を
語
る

教
師
生
活
の
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
少
年
の
非
行
・
薬
物
問
題
に
捧
げ
、「
夜
回
り
」と
呼
ば
れ
る
深
夜
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
な
が
ら
若
者
の
更
正
に
尽
力
し
て

い
る
水
谷
修
さ
ん（
53
歳
・
横
浜
市
）を
講
師
に
迎
え
３
月
２
日
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
市
民
の
集
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
の
市
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
に
は
約
１
０
０
０
人
が
来
場
、
な
か
に
は
た
く
さ
ん
の
中
高
生
の
姿
も
。
若
者
の
非
行
・
触
法
行
為
、
犯
罪
、
さ
ら
に
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
ひ
き
こ

も
り
、
そ
し
て
薬
物（
ド
ラ
ッ
グ
）汚
染
の
実
態
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
、
い
ま
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

こ
こ
ろ
安
ら
ぐ
場
所
が
家
庭
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
学
校
で
も
な
い
。

一
つ
例
を
挙
げ
る
と
、
一
番
信
頼
す
る
父
母

が
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
の
の
し
り
あ
う
喧

嘩
。
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番
の
虐
待
だ
。
心

に
深
い
傷
が
残
る
。
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
を

蝕む
し
ばむ
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
へ

の
依
存
。
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
罠
が
。
私

は
特
に
敵
視
し
、こ
れ
か
ら
も
戦
っ
て
い
く
。

　

若
く
し
て
夜
の
世
界
に
入
り
、
薬
物
依
存

を
経
て
、エ
イ
ズ
を
発
症
し
た
少
女
が
い
た
。

「
す
べ
て
の
講
演
で
、
私
の
こ
と
を
話
し
て

ほ
し
い
」と
、
も
だ
え
苦
し
み
死
ん
で
い
っ

た
。
夜
の
世
界
に
幸
せ
な
ん
か
な
い
。
お
互

い
に
足
を
引
っ
張
り
合
う
世
界
だ
。
ど
う
か

太
陽
の
下
で
、胸
を
は
っ
て
生
き
て
ほ
し
い
。

　
い
ま
私
は
、８
３
運
動
を
提
唱
し
て
い
る
。

午
前
８
時
、
午
後
３
時
、
手
を
と
め
通
学
路

へ
出
よ
う
。
子
ど
も
た
ち
を
や
さ
し
い
ま
な

ざ
し
で
見
守
ろ
う
。
子
ど
も
た
ち
は
、
近
く

に
い
る
大
人
た
ち
に
助
け
を
求
め
て
い
る
。

　

19
年
前
、
親
友
と
の
教
育
を
め
ぐ
る
口
論

が
き
っ
か
け
で
、
当
時「
暴
力
団
養
成
所
」と

呼
ば
れ
て
い
た
横
浜
市
の
繁
華
街
に
あ
る
定

時
制
高
校
に
自
ら
赴
任
。
そ
こ
に
は
荒
れ
る

子
ど
も
た
ち
。
授
業
よ
り
も
彼
ら
と
の
人
間

関
係
を
つ
く
る
の
が
先
と
、
彼
ら
の
い
る
場

所
に
飛
び
込
む
。そ
こ
は
夜
の
世
界
だ
っ
た
。

　

以
来
、
繁
華
街
の
夜
回
り
を
続
け
、
悩
め

る
少
年
少
女
た
ち
の
心
の
叫
び
に
耳
を
傾
け

て
き
た
。
そ
の
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
各
地
の
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
メ
ー
ル
や
電
話
に
よ

る
相
談
が
来
る
よ
う
に
。不
登
校
や
心
の
病
、

リ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
し
て
死
へ
向
か
う
子
ど
も

た
ち―

。　

こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
相
談

メ
ー
ル
は
54
万
件
。
か
か
わ
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
19
万
人
を
超
え
た
。
今
日
も
一
人
、
こ

の
会
場
に
私
を
訪
ね
て
来
て
く
れ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
夜
の
世
界
、
バ
ー
チ
ャ

ル（
仮
想
現
実
）の
世
界
に
の
め
り
込
む
原
因

の
一
つ
は
、子
ど
も
の
居
場
所
が
な
い
こ
と
。

家
庭
、
学
校
で

叱し
か

ら
れ
続
け
る

子
ど
も
た
ち

い
っ
た
い 

あ
と
何
年
耐
え
れ
ば
…

愛
の
あ
る
言
葉
で

ほ
め
て 

認
め
て
あ
げ
る

あ
た
た
か
な
花
は

あ
た
た
か
な
光
の
下
で
し
か

花
を
咲
か
せ
な
い

～当日の講演内容から一部を紹介～

Ｒｅｐｏｒｔ

人権について考える市民の集い



▲

人がまちをつくる
Human

こ
こ
ろ
に
働
き
か
け
る
ア
ー
ト
で
、
あ
た
た
か
な
空
間
を
演
出

Human人がまちをつくる

「
人
の
ぬ
く
も
り
色
」　

好
評
レ
ン
タ
ル
中
︱
。

まちかどで
フリートーク

全 国1800会場で開く、「健やか爽やか
ウォーク日本1800 〜歩いてニッポ

ンを元気に〜」。日向大会は４月11日㈰
です。日向サンパークお舟出の湯に午前
９時30分集合。コースは権現崎・照葉樹
林遊歩道と美々津まち並みを歩く約９㌔。
さぁ一緒に春の日向路を楽しみましょう。

のりのりカップに出場する

山㟢　愛
めぐみ

 さん
（亀崎：27歳）

「桜 咲く」。この時期、よく耳
にする言葉。努力が実っ

た「合格発表」の時に使われる表現で
すね。日本でこの言葉を聞くたびに、
自分の大学受験のころを思い出しま
す。今回は、アメリカの入学試験制
度について書きたいと思います。
　アメリカの大学入試は、筆記試験
の結果だけで決まるものではありま
せん。評判の良い大学では、高校の
成績、大学進学適性試験の点数、小
論文と推薦状が求められます。ま
た、受験生が自分をアピールするた
めに、自ら大学に面接を申し込むこ
とも少なくありません。さらに、こ
れまでの課外活動も評価されます。
アメリカには「全米優等生協会」と
いう団体があり、入会できると入学
試験に有利です。学業に優れ、スポ

ーツや生徒会でリーダーシップを発
揮し、ボランティアなどの奉仕の精
神を持っている学生が加盟すること
ができます。私は当時、３つの大学
を受験しました。１校は私立、残り
２校はコロラド州立大学です。州立
大はたくさんの学生を受け入れるの
で、比較的受験手続きは簡単でした。
しかし、私立大学は厳しく、小論文
を４つと推薦状を２つも提出しなけ
ればなりませんでした。
　私はスポーツに励んだことが評価
され、その協会に入会できていまし
たが、それでも合格の連絡が届く日
まで、本当にドキドキしました！
　アメリカも日本と同じように、合
格への道は厳しいものでした。晴れ
て合格し、春から新しい生活を始め
る皆さん、本当におめでとう。

My name is David.　 I came from the United States. 

文 : アメリカから来た日向市国際交流員　デビッド・ピント カーペンター（23）

D ピントはバッチリ

avid Times
デビッド　　タイムズ

第 19 回

そば打ち DE 国際交流は２月17日㈬、道の駅
とうごうで。市内でとれたそば粉を使った十
割そば。とてもおいしくいただきました。

海 を見て育った私、サーフィン歴は10
年に。日向市長杯のりのりカップ in

お倉ヶ浜サーフィンコンテストは今年で４
回目。県内外からたくさんの波乗りたちが
集います。当日はビーチサンダル飛ばしや
ビーチフラッグ大会など、だれでも楽しめ
るイベントも。ぜひ応援に来てくださいね。

サクラサク春　新しい生活の始まりですね

４月11日日 9：30集合　～ ウォーク日本1800「日向大会」 ～

のりのりカップ in お倉ヶ浜は４月18日日 ～ いい波、来てます ～

日向ウォーキングクラブ

代表　山下 司
つかさ

 さん
（富高：71歳）

日向ウォーキングクラブ　歩いて自然とふれ
あい、郷土の魅力を再発見しながら健康増進
を図ろうと毎月１回の例会やウォーキング大
会などを楽しんでいる。現在、会員は130人。
〜随時会員募集中〜　問☎54・2814（山下）

口
に
く
わ
え
た
絵
筆
で
ア
ク

リ
ル
画
制
作
に
取
り
組
む

黒
木
洋ひ

ろ
た
か高
さ
ん（
44
歳
・
幡
浦
）。

　
そ
の
作
品
一
つ
ひ
と
つ
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
詩
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
主
に

人
物
、
風
景
、
動
物
な
ど
を
題
材
に

２
０
０
点
以
上
を
描
い
て
き
た
。

　
今
か
ら
23
年
前
、
21
歳
の
時
、
自

動
車
事
故
で
頚
椎
を
損
傷
、
肩
か
ら

下
が
完
全
に
マ
ヒ
し
動
け
な
い
状
態

に
な
っ
た
。
日
常
生
活
は
常
に
介
助

を
要
し
、
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
ベ
ッ

ド
の
上
で
過
ご
す
。
在
宅
で
暮
ら
し

始
め
て
早
14
年
。
現
在
も
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
自
活
し
な

が
ら
、
絵
画
制
作
に
励
ん
で
い
る
。

　
２
０
０
５
年
６
月
、
新
た
な
挑
戦

が
始
ま
る
。「
い
つ
ま
で
も
、
ま
わ

り
に
頼
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
経
済

的
に
少
し
で
も
自
立
で
き
た
ら
」と

自
ら
描
い
た
絵
画
を
有
償
で
展
示
・

貸
し
出
し
す
る
レ
ン
タ
ル
絵
画「
ア

ト
リ
エ
‐
チ
ョ
ズ
ィ
」を
起
業
し
た
。

　

現
在
、
市
内
の
ホ
テ
ル
や
会
社
、

病
院
、
個
人
な
ど
に
顧
客
を
持
つ
。

貸
し
出
す
絵
画
は
月
に
一
度
、
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
出
向
き
、
新
し

い
絵
に
架
け
か
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　
数
あ
る
作
品
の
中
で
も
、
特
に
思

い
入
れ
が
深
い
の
は
、
人
が
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
形
を
組
ん
だ「
皆み

な

の
背
の
上
に

の
っ
て
」と
い
う
絵
画
。
頂
上
に
は

筆
を
口
に
し
た
自
分
の
姿
が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
の
理
解
や
支
え
で
、
広
が

り
を
見
せ
る
絵
画
レ
ン
タ
ル
業
。

「
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
絵
画
で
、
生

き
が
い
を
見
出
し
、
が
ん
ば
る
こ
と

が
で
き
た
。
絵
は
私
に
と
っ
て
生
き

続
け
る
糧か

て
。
今
も
こ
れ
か
ら
も
み
ん

な
の
支
え
の
上
に
」と
黒
木
さ
ん
。

　
体
調
の
良
い
日
は
あ
ま
り
続
か
な

い
。
し
か
し
、
月
に
２
つ
は
新
作
を

と
、
自
ら
目
標
を
定
め
て
い
る
。

　
６
月
に
は
高
鍋
町
美
術
館
で
個
展

を
開
く
予
定
も
。
こ
れ
か
ら
も
生い

の
ち命

の
詩
を
読
み
、
そ
の
思
い
を
絵
筆
に

込
め
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か
う

︱
。

 2010.4 　1�1�　 2010.4

このコーナーでは、取材先などで出会った「まちのひと」たちの声を紹介します。

第4回日向市長杯のりのりカップ
in お倉ヶ浜・サーフィンコンテスト
４月18日㈰午前７時から。予備日４月25日㈰。
問㈳日向市観光協会 ☎55・0235

参加者を募集します

〜楽しい英会話教室〜
◉定員　初・中級25人、上級15人。
◉日時　５月12日から６月30日の
間、毎週水曜日。初・中級＝午後６
時から７時まで。上級＝午後７時15
分から８時15分まで。
◉場所　中央公民館第１研修室
◉講師　国際交流員 デビッド
◉応募締切　４月28日㈬
問市民協働課（内線2853）

Information　Box

絵画展示＆レンタル
アトリエ‐チョズィ
　代表　黒木ひろたか
サービス内容などの詳細は、
気軽に問い合わせてください。
☎ 0982・53・4881
　  kutifude@themis.ocn.ne.jp

皆
みな

の背の上にのって
絵・詩　黒木ひろたか 

心弱き者…
眠れぬ夜を彷

さ ま よ
徨う

私のことか

皆の背の上にのって
私は「優しさ」の筆を振るう
それは人の温

ぬく
もりの色で

皆の背の上にのって
私は「苦しみ」の筆を振るう
それは己と対

た い じ
峙する色で

皆の背の上にのって
私は大粒の涙を流す
涙の意味は今は語らず

皆の愛は私の心と融合し
私の明日を生きる源となって
私は「勇気」の筆を振るう

それは生
い の ち

命の色で



歴史探訪

道駅食楽日向サンパーク「４月のイベント情報」

道の駅とうごう「卯月のイベント情報」

道
の
駅「
日
向
」は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

と
う
ご
う
産
イ
チ
ゴ
は
、
い
ま
が
旬
。

郷
土
の
文
化
財
�　
今
も
眠
る
古
代
人
の
遺
物

美
々
津
の「
落お

と

し鹿
遺
跡
」を
訪
ね
る

f o o d

w a l k

ー豊富な品揃えー
道の駅日向リニューアル
◉道の駅日向
　☎56・3809

こ
の
た
び
、
道
の
駅「
日
向
」の
店
舗

拡
張
工
事
が
完
了
。
さ
ら
に
広
く

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
地
ど
れ
の
新

鮮
な
農
・
海
産
物
、
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
品
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
豊
富
な
品
揃
え
で
皆

さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
新
し
く
な
っ

た
道
の
駅「
日
向
」。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◉お舟出の湯営業時間　午前10時から午後10時まで。
温泉館小休憩室が広く、さらに利用しやすくなりました。
◉４月の休館日	 ５日㈪　６日㈫　19日㈪

日向サンパーク温泉お舟出の湯　☎56・3800
◉定期寄席　４月10日㈯、午後１時から。

苺
（
イ
チ
ゴ
）に
は
、
特
に「
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
」が
多
く
含
ま
れ
風
邪
の
予
防
や

疲
労
回
復
に
効
果
的
で
す
。
キ
シ
リ
ト
ー
ル

や
食
物
繊
維
も
含
ま
れ
、
虫
歯
の
予
防
や
大

腸
の
働
き
を
助
け
る
な
ど
、
体
に
も
と
て
も

や
さ
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
う
ご
う

産
の
甘
い
イ
チ
ゴ
。ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

とうごう産の甘いイチゴ
◉ふるさと市場
　☎68・3070

「お舟出とくトクカレンダー」
　  市ホームページからも簡単アクセス！
　　http://ww2.wainet.ne.jp/~sunpark/
☜携帯電話からはＱＲコードで！

美々
津
町
の
百
町
原
台
地
に
位
置
す

る「
落
鹿
遺
跡
」は
、
昭
和
59
年
に

実
施
し
た
分
布
調
査
で
、
縄
文
か
ら
弥
生
時

代
に
か
け
て
の
遺
物
が
数
多
く
見
つ
か
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
百
町
原
台
地
で
は
、
ほ
場

整
備
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
市
の
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

昭
和
59
年
度
か
ら
63
年
度
に
か
け
て
埋
蔵
文

化
財
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
落
鹿
遺
跡
で
は
、
工
事
の
対
象

地
に
２
か
所
の
調
査
区（
Ａ
・
Ｂ
区
）を
設

定
し
、
表
面
か
ら
１
㍍
ほ
ど
の
深
さ
ま
で
掘

り
下
げ
て
、
Ａ
区
で
は
石
を
組
ん
で
つ
く
っ

た
縄
文
時
代
早
期
の
炉
跡
が
５
基
ほ
ど
見
つ

か
っ
て
い
て
、
Ｂ
区
で
は
一
辺
が
５
㍍
の
４

角
形
を
し
た
竪た
て
あ
な穴

住
居
跡
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
Ａ
区
の
炉
跡
の
周
辺
か
ら
は
、
９
千
年

前
の
土
器
や
石
器
が
出
土
し
て
い
て
、
縄
文

時
代
早
期
の
集
落
跡
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
は
っ
き
り
し
た
住
居
跡
な
ど
が

発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
狩
猟
な
ど
の
際

に
一
時
的
に
利
用
さ
れ
た
、
い
わ
ば「
原
始

時
代
の
キ
ャ
ン
プ
場
」の
跡
と
考
え
た
ほ
う

が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
Ｂ
区
の
竪
穴
住
居
跡
か
ら
は
、
約

２
千
年
前
の
弥
生
土
器
が
数
多
く
出
土
し
、

な
か
で
も
２
号
住
居
跡
と
名
付
け
ら
れ
た
竪

穴
の
中
か
ら
は
、
東
九
州
独
特
の「
大お
お
つ津
式
」

と
呼
ば
れ
る
壺
や
甕か
め
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
大
津
式
土
器
は
、
県
内
で
も
数
点
し
か

出
土
さ
れ
て
い
な
い
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
も

の
で
、
し
か
も
落
鹿
遺
跡
の
も
の
は
粘
土
の

成
分
や
焼
き
方
の
特
徴
か
ら
、
福
岡
県
か
大

分
県
で
作
ら
れ
た
も
の
が
、
当
遺
跡
に
持
ち

込
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
落
鹿
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
大

き
な
成
果
を
収
め
ま
し
た
が
、
周
辺
に
は
、

ま
だ
多
く
の
住
居
跡
や
遺
物
が
眠
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
開
発
事
業
と
調
整
を
図
り
つ
つ
、

大
切
に
保
存
し
た
い
も
の
で
す
。

美々津「落鹿遺跡」の遠景

文・写真　教育総務課文化財係（☎内線6214）

ふるさと市場　
春野菜・椎茸・加工品などが、ぞくぞく入荷中。
◉日時 毎週水曜日と土・日・祝日。
 午前８時から午後５時まで。

道の駅ひゅうがリニューアルオープン記念イベント
４月３日㈯・４日㈰　楽しい催しや、美味しいものを
たくさん準備して、皆さんの来場をお待ちしています。

健康一番

地球共生

ecology

hea l th

21
世
紀
は
、｢

環
境
の
世
紀｣

と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
市
は
環
境
の
将
来

像
を「
自
然
と
共
生
し
た
快
適
な
環
境
の
社

会
」と
定
め
、
環
境
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

市
役
所
の
環
境
保
全
の
取
り
組
み
と
し

て
、
庁
舎
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
の
推

進
、
廃
棄
物
の
適
正
な
管
理
、
減
量
お
よ
び

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る「
資
源
循
環
型

社
会
」の
構
築
に
努
め
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
事
務
事
業
の
効
率
化
・
低
コ
ス
ト

化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
環
境
へ
の
負
荷
を

軽
減
し
、
環
境
へ
の
プ
ラ
ス
効
果
と
な
る
事

務
事
業
を
推
進
し
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に

努
め
る
な
ど
の
環
境
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
法
令
や
協
定
書
な
ど
を
順
守

し
、地
域
の
環
境
汚
染
を
予
防
す
る
こ
と
で
、

快
適
な
生
活
環
境
の
維
持
を
図
る
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
職
員
を
対
象
に
環
境
学
習
の

機
会
を
設
け
、
自
主
的
に
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
む
人
材
の
育
成
や

市
民
に
役
立
つ
環
境
情
報
の
発
信
、
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を「
環
境
方
針
」の
基
本

方
針
と
し
て
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
適
正
な
運
用
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
導
入
の
成
果
と
し
て
は
、
電
力
と
用
紙
の

削
減
に
対
す
る
全
庁
的
な
行
動
指
針
を
策
定

し
た
こ
と
で
、
運
用
を
始
め
る
前
の
平
成
16

年
度
と
比
べ
、
４
年
間
で
約
４
千
万
円
の
経

費
を
削
減
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
庁
舎
か
ら
出
る
ご
み
の
量
も
、
４

Ｒ
運
動（
発
生
源
で
ご
み
を
断
つ
。
使
用
量

を
減
ら
す
。
繰
り
返
し
使
う
。
再
生
し
て
利

用
す
る
）の
推
進
や
分
別
の
徹
底
、
ま
た
再

資
源
化
を
図
っ
た
こ
と
で
、
平
成
20
年
度
は

対
前
年
比
で
約
24
㌫
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
毎
週
水
曜
日
を
職
員
の
自
家

用
車
に
よ
る
通
勤
を
自
粛
す
る「
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
デ
ー
」と
し
た
こ
と
で
、
昨
年
１
年
間

で
約
２
ト
ン
の
Co
２（
温
室
効
果
ガ
ス
）を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
に

換
算
す
る
と
、
お
よ
そ
９
０
０
㍑
節
約
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

出
先
機
関
で
も
東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
は
平
成
20
年
度
か
ら
、
消
防
本
部
は
平

成
21
年
度
か
ら
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
自
主
運
用
を
開

始
し
、そ
の
効
果
は
着
実
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
で
は
こ
れ
か
ら
も
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
継
続
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
工
夫
や
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、
効
果

的
な
運
用
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
環
境
整
備
課 

☎
53
・
２
２
５
６

Ｅ
Ｍ
Ｓ 

︱ 

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム 

︱

市
役
所
の
取
組
状
況
と
運
用
管
理
の
成
果

私
た
ち
の
身
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ
す

タ
バ
コ
の
煙
。
日
本
人
の
三
大
死
因
と
な
っ

て
い
る
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
虚
血
性
心
疾
患

（
心
筋
梗
塞
・
狭
心
症
な
ど
）や
慢
性
閉
塞
性

肺
疾
患（
慢
性
気
管
支
炎
・
肺
気
腫
な
ど
）の

呼
吸
器
の
病
気
は
も
ち
ろ
ん
、
胃
・
十
二
指

腸
潰
瘍
な
ど
の
消
化
器
の
病
気
、
歯
周
病
、

骨
粗
鬆
症
な
ど
数
々
の
病
気
の
発
生
に
、
タ

バ
コ
が
関
連
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
タ

バ
コ
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
が
原
因
。
遺
伝

子
や
血
管
を
は
じ
め
と
し
た
体
の
さ
ま
ざ
ま

な
部
分
を
傷
つ
け
た
り
、
体
内
を
酸
素
不
足

の
状
態
に
し
た
り
す
る
た
め
に
起
こ
っ
て
し

ま
う
病
気
で
す
。

　

タ
バ
コ
の
煙
の
害
は
、
タ
バ
コ
を
吸
う

人
だ
け
な
く
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
に
も
及

ん
で
い
ま
す
。
タ
バ
コ
の
煙
は
、主
流
煙（
タ

バ
コ
を
吸
う
人
が
直
接
吸
い
込
む
煙
）と
副

流
煙（
タ
バ
コ
の
火
が
つ
い
た
部
分
か
ら
出

る
煙
）に
分
け
ら
れ
ま
す
。
自
分
で
は
タ
バ

コ
を
吸
わ
な
く
て
も
、
タ
バ
コ
を
吸
う
人
が

出
す
副
流
煙
を
知
ら
ず
知
ら
ず
に
吸
う
こ
と

を「
受
動
喫
煙
」と
い
い
、
副
流
煙
に
は
主
流

煙
に
比
べ
て
、
各
種
の
有
害
物
質
が
は
る
か

に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
受
動

喫
煙
で
は
、
自
分
は
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
タ
バ
コ
の
煙
の
悪
影
響
を

大
き
く
受
け
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
こ
の
受
動
喫
煙
の
悪
影
響
を
な
く
す
た
め

に
健
康
増
進
法
と
い
う
法
律
が
あ
り
、
公
共

の
場
で
は
喫
煙
所
を
設
け
る
な
ど
好
ま
し
い

喫
煙
の
あ
り
方
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
タ
バ
コ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も
心

地
よ
く
、
そ
し
て
健
康
に
す
ご
せ
る
よ
う
、

職
場
や
家
庭
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
駅
な
ど
で
の

タ
バ
コ
の
吸
い
方
に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
タ
バ
コ
の
害
は
、
吸
っ
た
本
数
と
期
間
に

大
き
く
関
係
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
禁
煙
す
る

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
か
か
る
危
険

性
を
低
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
脳
卒
中
の
発
生
率
で
い
う
と
、

１
年
間
の
禁
煙
で
タ
バ
コ
を
吸
い
続
け
た
人

と
比
べ
て
半
分
に
低
下
、
さ
ら
に
５
～
15
年

の
禁
煙
で
全
く
吸
わ
な
い
人
と
同
じ
く
ら
い

に
ま
で
低
下
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

禁
煙
に「
今
さ
ら
…
」は
あ
り
ま
せ
ん
。

禁
煙
を
助
け
る
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
、
ニ
コ
チ
ン

パ
ッ
チ
、
禁
煙
外
来
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ぁ
あ
な
た
も
、
自
分
の
将
来
の
た
め
、

ま
わ
り
の
人
の
健
康
の
た
め
、
今
日
か
ら
禁

煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係

　
（
☎
内
線
２
１
８
４
）

自
分
の
た
め
、
ま
わ
り
の
人
の
た
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

禁
煙
に
、「
今
さ
ら
…
」は
あ
り
ま
せ
ん

牧水公園コテージが美しくリニューアル！予約受付中
～ テニスコートも５面に拡張 ～
・Ａタイプ　5人用 5棟 10,500円 
・Ｂタイプ　5人用 3棟 12,600円 
・Ｃタイプ 10人用 2棟 21,000円
◉コテージ設備　冷暖房、ＴＶ、冷蔵庫、ガス台、布団、
調理器具、炊飯器、バーベキュウ施設など。
◉予約先　牧水公園ふるさとの家　☎69・7720

 2010.4 　1�1�　 2010.4



問は問い合わせ先、 は申請、または申し込み先の略です。

牧水の郷
さと

で、米づくり体験を
しませんか？

　市は、米づくり体験や収穫祭などの
交流を通じて、農村部と都市部のふ
れあいを深める「農業トラストクラブ
野々崎」の取り組みを支援しています。
平成22年度の会員募集内容は、次のと
おりです。
◉会員特典　会員は農村部（東郷町仲
深野々崎）の田んぼで、田植えや稲刈
りの体験ができる。収穫した米 ( 白米
約３㌔）を会員へ配付。収穫祭に会員
を招待など。
◉応募資格　農村や農作業に興味のあ
る市外および市内の人たち。
◉事業主体　「農業トラストクラブ
野々崎」（地元組織）
◉募集人数　100人
◉年会費　１人（小学生以上）＝5,000
円。
◉申込締切　定員に達し次第
◉田植え　６月20日㈰予定
◉稲刈り　10月初旬予定
◉収穫祭　11月下旬予定
問農業水産課農業振興係（☎内線2312）

自主学習グループ（自主学級）
～開設者を募集～

　市は、下記の分野で10人以上の仲
間同士が集い、自主的に自己研鑽、地
域づくりにつながる学習や創作活動を
する自主活動グループを募集します。
　活動期間は６月から翌年３月まで
で、月一回程度の自主活動が要件です。
補助制度や定数がありますので、詳し
くは問い合わせてください。
◉家庭教育学級＝各小中学校、幼稚園
などの単位の保護者など。
◉高齢者学級＝地域の仲間同士（概ね
65才以上）。
◉女性学級＝地域の仲間同士（女性）。
問生涯学習課生涯学習係（内線☎6241）

ひむかＹＯＵゆうクラブ
４月のスポーツ教室・大会

◉キッズ体力向上プロジェクト（市生
涯スポーツ振興事業受託事業）
　昔あそびやスポーツなどを通じて、
運動のコツの伝授や体力向上を目指し
ます。
・日時＝4月10日㈯、24日㈯の午後１
時30分から３時まで。以降、毎月第２・
第４土曜日。
・場所＝富高小学校運動場、体育館で。
・内容（予定）＝昔のあそび、体力測定、
ウォーキングほか。
◉バリアフリースポーツ教室
　障がい者や高齢者を対象にした、簡
単にできるスポーツ教室です。
・日時＝4月18日㈰　午後１時30分か
ら３時まで。以降、毎月１回日曜日。
・場所＝市体育センター
・内容（予定）＝リズム体操ほか。
◉申込方法　電話またはメールで。参
加料などの詳細は、問い合わせを（無
料体験あり）。

ひむかＹＯＵゆうクラブ事務局
〠883‒0022　平岩200番地（旧岩脇中
学校敷地内）   080・5260・1515

himukayouyou@gmail.com

４月から肝臓機能障がいが
身体障害者手帳の交付対象に

　肝炎などの疾患により永続的に肝臓
機能の著しい低下のある人は、平成22
年４月から身体障害者手帳の交付を受

けることが可能になりました。
◉対象になる人
・下記の認定基準に該当する肝臓機能
障がいのある人。
・肝臓移植を受け、抗免疫療法を実施
している人。
◉認定基準　主に肝臓機能障がいの重
症度分類である Child-Pugh 分類によ
って判定します。３か月以上グレード
Ｃに該当する人が、おおむね対象にな
ります。ただし、診断前の６か月間に
アルコールを摂取している人などは対
象になりません。
※ Child-Pugh 分類とは
　肝性脳症、腹水、血清アルブミン値、
プロトロンビン時間、血清総ビリルビ
ン値によって肝臓機能障がいの重症度
を評価します。
◉手続きに必要なもの　・診断書（身
体障害者福祉法による指定医師の作成
したものに限る）　・申請書　・顔写
真（たて4㌢×よこ３㌢）　・印鑑
※診断書、申請書の用紙は市役所1階
福祉課⓰番窓口にあります。
問福祉課障がい福祉係（☎内線2171）

重度の障がいがある人たちに
タクシー利用券を交付します

　市は、重度の障がいを持っている人
の外出の利便を図るため、タクシー券
を次のとおり交付します。
◉交付対象　身体障害者手帳の「１級・
２級」または療育手帳の「Ａ」を持って
いる人で、市内に居住している人。
◉助成内容　タクシー基本料金の利用
券（年間15枚分）
◉場所　市役所1階福祉課⓰番窓口
◉日時　４月１日㈭から
◉交付の際に必要なもの　印鑑、身体
障害者手帳または療育手帳
※手続きは、代理の人でもできます。
問福祉課障がい福祉係（☎内線2171）

環境保全型農業の
認定を受けませんか？　

　市環境保全型農業推進協議会は平成
22年度環境保全型農業認証の希望者
を次のとおり募集します。有機肥料を
利用して、減農薬、減化学肥料野菜な
どの栽培に取り組んでみませんか？
◉募集締切　４月30日㈮まで。
◉農薬基準　栽培する作物によって基
準が異なります。
◉申請手続　事務局に備える認証申請
書、年間栽培計画書を事務局に提出す
る。※書類審査や現地調査し認証。
◉認証特典　認証を受けたほ場へ、堆
肥などの資材費用の一部を補助。また
認証シールを貼って道の駅「とうごう」
などで販売できます（新規販売者は別
途登録が必要）。
問日向市環境保全型農業推進協議会事
務局（東郷町地域自治センター産業振
興グループ）☎69・3902

市美術展覧会の作品募集
～展示は４月29日木から～

　市は、第31回日向市美術展覧会へ
の出品を募集しています。部門は「絵
画・デザイン、書、写真、工芸・彫刻」
の４部門。たくさんの皆さんからの作
品応募をお待ちしています。
　また、今回も東郷域での巡回展示や
各協会員によるギャラリートーク、さ
らに夜間コンサートとのコラボ企画

「ナイト美術館」など初めての試みも。
　たくさんの皆さんに楽しんでもらえ
る新しいイベントを企画していますの
で、ぜひ来場してください。
◉会場および会期
・市文化交流センター＝４月29日㈭か
ら５月５日㈬まで。
・東郷西公民館（さくら館）＝５月７日
㈮から９日㈰まで。
◉作品受付および搬入　事務局に備え
る出品票に必要事項を記入し、作品と
あわせて出品。搬入日は4月24日㈯、
25日㈰の２日間。
問同実行委員会事務局（市文化交流セ
ンター内㈶日向文化振興事業団）
☎54・6111

東京、大阪、福岡の３会場で
宮崎県ふるさと就職説明会

　人材を求める企業と、県内で就職を
希望する U・Ｉターン希望者、新規学
卒予定者の皆さんを応援しようと、県
は次の県外３会場で宮崎県ふるさと就
職説明会を開きます。
　参加は無料、事前申し込みも不要で
す。ぜひ、気軽に参加してください。
◉東京会場＝４月17日㈯、都道府県
会館１階（千代田区平河町）。
◉福岡会場＝５月８日㈯、天神ビル
11階（福岡市中央区）。
◉大阪会場＝５月22日㈯、大阪駅前
第３ビル17階（大阪市北区）。
※いずれの会場も、午後１時から４時
まで（受付は正午から）。参加企業など、
詳しいことは宮崎県庁ホームページな
どで確認してください。
問県労働政策課☎0985・26・7109

日向市役所 ☎52・2111㈹　東郷町地域自治センター ☎69・2111㈹
ホームページで最新情報をチェック！ http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

くらしの情報
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日向市本町10番5号
日向市役所 総務課 秘書広報係

Hyuga City Public Relations

広報 読者アンケート

50円切手を
貼ってポストに

投函してください ふりがな

氏名

性別 /　　男・女　　　年齢 /　　　　歳

住所

電話番号　（　　　　）　　　−

希望するプレゼント（抽選で各10人）

　□お舟出の湯「ペア入浴券1000円相当」

　□道の駅とうごう「お食事券1000円分」

　□海の駅ほそしま「お食事券1000円分」





　市民の皆さんに市政の動き
やまちの動きなどを、よりわ
かりやすく伝え、より親しん
でもらえるような広報紙をつ
くろうと読者アンケートを企
画しました。
　皆さんの率直な意見、感想、
要望などを、ぜひ聞かせてく
ださい。寄せられた意見など
を、今後の紙面づくりに役立
てます。なお、郵送のほか、
市役所、東郷町地域自治セン
ター、支所窓口などでも受け
付けています。
 たくさんの皆さんからのご
意見をお待ちしています。
問総務課秘書広報係
　（☎内線2235）

読者アンケートにご協力を
～率直な意見・感想を～

お知らせ
Info
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県身体障害者相談センターは
宮崎市霧島町に移転しました

　宮崎県身体障害者相談センター（身
体障害者更生相談所）は４月１日、清
武町木原から宮崎市霧島町の宮崎県総
合保健センター内に移転しました。
なお、判定業務など、従来の業務は基
本的に継続しています。
問県障害福祉課☎0985・32・4468
または宮崎県身体障害者相談センター
☎0985・85・3388

客引き行為などへの規制強化
～迷惑防止条例を改正～

　
　「公衆に著しい迷惑をかける行為の
防止に関する条例」が改正され、４月
１日施行されました。主な改正内容は
次のとおりです。
◉「客引き行為等」の規制強化
　従来から禁止されている「執ような客

引き」に加え、公共の場所での迷惑な「客
引き行為等」が禁止され、取り締まりの
対象になりました。
◉「卑わいな行為」「つきまとい行為」
の罰則強化
　迷惑性の程度が極めて高く、重大な
事件に発展する危険性の高い行為の処
罰が強化されました。
※詳細は、宮崎県警察ホームページで。
問県警察本部生活安全企画課☎0985・
31・0110、または日向警察署生活安
全課☎53・0110

相続などで農地を取得した
場合は、届け出が必要です

　
　農地法の改正により、相続などで市
内の農地の権利を取得した場合は、農
業委員会への届け出が必要になりまし
た（農地法の許可を必要とする場合を
除く）。届け出をしなかったり、虚偽
の届け出をした場合は、10万円以下
の過料が科せられます。
◉届け出が必要な場合　相続（遺産分
割および包括遺贈を含む）、法人の合
併・分割、時効などで農地の権利を取

得した場合。
◉届出期限　権利を取得したと知った
時点から、おおむね10か月以内。
※届出書様式は、市役所３階農業委員
会事務局、東郷町地域自治センター、
各支所の窓口に備えてあります。不明
な点があったら、気軽に問い合わせて
ください。
問農業委員会事務局（☎内線2363）

４月18日日
牧水の里のつつじ祭り

　７種、およそ３万本のつつじが、色
鮮やかに咲き誇る牧水公園。おだやか
な春のひととき、家族みんなで牧水の
里のつつじ祭りを楽しみませんか？
◉日時　４月18日㈰、午前10時から
午後３時まで（雨天中止）。
◉場所　東郷町坪谷　牧水公園
◉内容　2010みやざき花の女王によ
る花の苗プレゼント、各種演芸ステー
ジ、花馬車、乗馬体験、野点、テント
村など。
問同実行委員会事務局＝東郷町地域自
治センター地域振興課 ☎69・3900

くらしの情報
ひゅうが

INFORMATION

くらしの相談日　まずは気軽に相談してください。
行
政
相
談

◉
４
月
21
日
㈬
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
東

郷
支
所
で
。

※
毎
月
第
２
、
第
3
金
曜
日
、
午
前

9
時
30
分
か
ら
正
午
の
間
、
日
向
市

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進

ル
ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」で
も
受
付
中
。

☎
55
・
１
６
６
０

法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

◉
４
月
21
日
㈬
、
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
、
市
中
央

公
民
館
で
。
※
弁
護
士
会
、
司
法
書

士
会
日
向
支
部
に
よ
る
無
料
相
談
も

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
。
日
時
な
ど
の
問
い

合
せ
は
、
市
役
所
市
民
課（
☎
内
線

２
１
４
０
）へ
。

障
が
い
者
・
難
病
者
相
談

◉
４
月
９
日
㈮
、
午
前
10
時
か
ら
正

午
ま
で
、
障
害
者
セ
ン
タ
ー
で
。

☎
52
・
５
４
３
４

年
金
巡
回
相
談

◉
4
月
23
日
㈮
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
市
中
央
公
民
館
で
。

介
護
保
険
の
説
明
会

◉
４
月
19
日
㈪
、
午
前
10
時
か
ら
正

午
ま
で
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
。

女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談
。
月
、火
、

木
、
金
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４
時

ま
で
、
日
向
市
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
推
進
ル
ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」

で
。
☎
55
・
１
６
６
０

青
少
年
相
談

　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談
。
毎
週
火

曜
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
。対
象
は
幼
児
、小・中・

高
校
生
、
青
年
な
ど
。
青
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
内
青
少
年
相
談
室
ま
で
。

☎
54
・
８
１
８
１

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
☎
要
予
約
）

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
誰
か

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　
精
神

の
病
気
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
し

て
、
精
神
科
医
と
保
健
師
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

◉
４
月
20
日
㈫
、
午
後
１
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
日
向
保
健
所
で
。

予
約
は
☎
52
・
５
１
０
１
へ
。

電
話
相
談「
心
の
電
話
」

☎
０
９
８
５
・
32
・
５
５
６
６

　
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
電
話
で
気

軽
に
相
談
を
。
月
曜
か
ら
金
曜
日

（
土
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）、

午
前
9
時
か
ら
午
後
7
時
ま
で
。

宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
５
・
27
・
５
６
６
３

診
療
・
薬
物
相
談（
☎
要
予
約
）

精
神
科
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

場
所　
日
向
保
健
所

予
約
は
☎
52
・
５
１
０
１
へ
。

悪質な訪問販売に注意してください
消防法の改正で平成23年５月末まで
に、一般家庭でも住宅用火災警報器の
設置が義務付けられています。住宅火
災での逃げ遅れを防ぐため、早めの設
置をお願いします。また言葉巧みに高
額な機器を売りつける訪問販売が横行
しています。警報器はしっかりとした
消防設備業者や量販店などで購入を。

問日向市消防本部 ☎52・2840

2月中の出動件数
救　急 火　災 救　助
202 ３ ３

カギかけて、安全・安心まちづくり
自転車の盗難が増加しています。盗ま
れて後悔する前に、防犯登録はもちろ
ん、面倒でもカギをもうひとつプラス
して、二重ロックをおすすめします。
また最近、市内では自動販売機が壊さ
れる被害や、建物へ侵入する窃盗事件
が多発しています。外出するときや夜
間は、自宅や車の施錠に努めましょう。

問市民課市民相談係（☎内線2140）
2月中の交通事故件数

人　身 物　損 （　）内は
対前年比46（－１） 104（－９）

Q. 現在、国民年金に加入して

います。保険料が変わると

聞きましたがいくらになるのですか？

Ａ．国民年金法の改正で、平成

22年４月から440円上がっ

て、月額15,100円になりました。

　国民年金保険料は収入や年齢に関係

なく全国一律です。まとめて納める前

納や口座振替にすると、保険料が割引

される制度もあります。

　また将来、少しでも多くの年金を希

望する人は、付加保険料400円を上

乗せして納めると、65歳から付加年

金（200円×付加保険料納付月数）と

して老齢基礎年金に加算されます。国

民年金基金に加入している人は、付加

保険料を納めることはできません。

　なお、保険料をどうしても納めるこ

とができない場合には、免除や納付猶

予などの制度もあります。所得制限な

ど一定の条件がありますので、詳しく

は市役所市民課国民年金係窓口に気軽

に相談してください。

問市民課国民年金係（☎内線2132）

くらしのはてな？に
やさしく答えます

さ

▲

　煙と距離を置き早８か月。多分にも
れず「食」に走った結果、1割増量。ひ
ょっとこマラソンで膝が泣いた…　こ
のままでは夏のひょっとこＴシャツが
おしゃれに着こなせない。さぁ新年度。
隣座の先輩と「脱メタボ計画」始動。

の

▲

　息子の中学校の卒業式に出席した。感
極まって涙ぐむ男・女生徒や先生の姿を
見て、すごく新鮮な気持ちになった。自
分にもあんな時代があった。確かにあっ
た。これからも豊かな感受性を失わず、
それぞれの道を歩んでいって欲しい。

from Editor`s room 編集後記

お知らせ
Info

Hyuga C
ity Public R

elation
s

広報 

読者アンケート

プレゼ
ント付

き

㈱日向サンパーク温泉提供
のお舟出の湯ペア入浴券10
組、道の駅とうごう内物産館
「詩季彩」提供のお食事券10
枚、海の駅「ほそしま」提供
のお食事券10枚、それぞれ
抽選で計30人にプレゼント。
締切は、4月30日㈮
（当日消印有効です）





広報ひゅうが読者アンケート　　 　　　　　　　

広報ひゅうがを読んだ率直な感想、意見、要望など、何でも好きなことを書いてください。

①あなたが毎月最も読むコーナーは？

②新設して欲しいコーナーは？

③掲載してほしい特集記事などは？

④文字の大きさは？　○で囲んでください。 大きい　　　小さい　　　ちょうど良い

4月の納税
固 定 資 産 税 １期

納付期限　４月30日㈮
口座振替　４月26日㈪

税　目 ４月 ５月 ６月
市県民税 １期
軽自動車税 軽自
固定資産税 １期
国民健康保険税 １期
介護保険料1号 １期

納税は納期内に！
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人のうごき平成22年３月1日現在

人　口 62,942 人 （ －25 ）
男 29,715 人 （ －2 ）
女 33,227 人 （ －23 ）

世帯数 24,921 世帯 （ ＋１2 ）

※数値は、平成17年国勢調査をもと
に算出した推計人口（現住人口）。外国
人登録者を含む。（ ）内は、対前月比。

２月中異動
単位：人

転入 転出 出生 死亡
113 118 39 59

市民が奏
かな

でる “ 交響 ” 空間
優しく 強く 温かい 人とまち

日向市

︹
今
月
の
歌
の
意
味
︺

　

母
が
恋
し
い
。
こ
ん
な
日
の
夕
方
は
、

桜
の
花
が
き
っ
と
美
し
く
咲
い
て
い
る
ふ

る
さ
と
の
山
の
姿
が
思
わ
れ
る
の
だ
。

︹
歌
の
鑑
賞
︺

　

早
稲
田
大
学
３
年
の
明
治
40
年
２
月
に
、

東
京
で
ふ
る
さ
と
の
母
を
恋
し
く
思
っ
て

歌
っ
た
作
で
あ
る
。
牧
水
は
一
生
ず
っ
と

母
を
愛
し
た
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
牧
水
の「
牧
」

は
母
の
名
前
の「
牧ま
き
」か
ら
思
い
つ
い
た
も

の
で
あ
る
。
寂
し
く
、
つ
ら
い
と
き
に
母

を
心
に
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
人
の
心
の

常
で
あ
ろ
う
。
優
し
い
母
と
美
し
い
桜
が

重
な
り
あ
っ
て
、
ひ
と
つ
の
も
の
と
し
て

思
わ
れ
て
い
る
の
が
印
象
に
残
る
。

伊
藤
一
彦
著（
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
長
）

牧
水
か
る
た
百
首
鑑
賞「
命
の
砕
片
」よ
り

表紙のよこ顔

第16回日向ひょっとこマラ
ソン IN 日向岬は３月14日、
お倉ケ浜総合公園をスター
ト・ゴールに開かれ、２㌔、
５㌔、ハーフマラソン、ひ
ょっとこの部に全国から
1455人が参加。早春の日向
路で、健脚を競いました。
表紙写真は、自由なペース
で５㌔を走ったり歩いたり。
ひょっとこの部のスタート。

母
恋
し
か
か
る
夕
べ
の
ふ
る
さ
と
の

　

桜
咲
く
ら
む
山
の
姿
よ

 

牧
水

旅と酒を愛した国民的歌人「若山牧水」のふるさと日向市は、平成20年４月から若山牧水係を
設置し、市をあげて牧水の顕彰に努めています。表紙題字「ひゅうが」は、牧水の遺墨から。

　
若
山
牧
水
生
誕
１
２
５
周
年
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
開
く
、
～
若
山
牧
水

と
弥
勒
祐
徳
の
世
界
～
ふ
た
り
の「
桜
」

展
。
牧
水
の
桜
の
歌
と
弥
勒
祐
徳
さ
ん

（
91
歳
・
西
都
市
在
住
）の
桜
の
絵
画
約

20
点
を
展
示
す
る
企
画
展
で
す
。

　
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◉
展
示
期
間　
４
月
１
日
㈭
か
ら
30
日

㈮
ま
で
。

◉
場
所　

若
山
牧
水
記
念
文
学
館（
日

向
市
東
郷
町
坪
谷
１
２
７
４
番
地
）　

◉
入
場
料
＝
無
料
。

※
た
だ
し
、
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
の

入
館
料
が
必
要
で
す
。
高
校
生
以
上
＝

３
０
０
円
、
小
中
学
生
＝
１
０
０
円
。

問
若
山
牧
水
記
念
文
学
館

☎
０
９
８
２
・
68
・
９
５
１
１

◉
弥
勒 

祐
徳
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
画
家
。
大
正
８
年
、西
都
市
生
ま
れ
。

宮
崎
県
文
化
賞
、
西
都
市
民
栄
誉
賞
、

西
日
本
文
化
賞
な
ど
を
受
賞
。

　
神
楽
や
桜
を
主
な
題
材
に
精
力
的
に

創
作
活
動
を
続
け
、
こ
れ
ま
で
に
開
い

た
個
展
は
３
７
０
回
を
超
え
た
。

今
も
４
０
０
回
に
向
け
て
着
々
と
作
品

を
描
い
て
い
る
。
代
表
作
に
は
、
銀し
ろ
み鏡

神
楽
で
舞
わ
れ
た「
山
の
神
」を
描
い
た

１
２
０
号
の
大
作
な
ど
が
あ
る
。

～
若
山
牧
水
と
弥み

ろ
く勒

祐す
け
の
り徳

の
世
界
～

ふ
た
り
の「
桜
」展
桜
を
歌
い　

桜
を
描
く

時
代
こ
そ
違
え

一
途
に
桜
を
愛
し

桜
を
追
い
求
め
た
歌
人
と
画
家

そ
こ
に
は

異
色
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

生
ま
れ
る
爽さ
わ

や
か
な

春
の
よ
ろ
こ
び
が
あ
る―
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